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体育教師の社会学的アンビバランス
社会的役割に対する認知的不一致

杉本厚夫＊

（'１(}和63年９ノ13011受付）

SociologicalAmbivalenceofPbysicalEducationTeacher

-CognitiveDisconformitytoSocialRoles-

AtsuoSugimoto＊

Abstract

PhysicaleducationteachersareexpectedtoplayvarioussociaIroles・ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｂｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｉＩ,＿

vestigatecognitivedisconfornlitytothesocialrolesbyanalysing（Iisconfornlitybetweentheirthoughtandbe-
havior・

ThissurveywasmadeinNovember，l987concerning411teachers，applyingmulti-dimentionalanalyｓｉｓ
ｔｏｔｈｅｄａｔａ

Ｍａｉｎｆｉｎｄｍｇｓａｒｅａｓｆｏllows：

LOnlyafewphysicaleducationteachersfeelcognitivedisconformitytothesocialrolesincoachingsportsclub
actMties、

２．Fema1ephysicaleducationteachersmostlytookitunneccessarytoacceptthesocialroleconcerningtheｓｃｈｏｏｌ

ｍａｎａｇｅｍｅｎＬ

３．Physicaleducationteachershadcognitivedisconformitytotheoccupationalsocializationinphysicaleducation

class、

４．Physicaleducationteacherstookitessentialforthierstrategiestoobeytheplanofschooladministrator．

ている。もちろん，そのほかにも教育技術の未熟さや

体育教科の特性と指導の加熱化，あるいは管理教育の

エージェントとしての制度的問題点などが指摘されて

はいるが，いずれも推論の域を{l(ず実証性にかけると

いわざるを得ない』）３）’１ Ｏ

これらに!Ｌ通して言えることは，体育教師の問題を

彼らを取り巻く環境から説明しようとしており，体育

教師自身がそれらをどのように解釈しているかといっ

た主体若側からの研究がほとんどないということであ

る。その主なる理由は，ｉ薗接的に体育教師に調査する

１．はじめに

周知のilM，体育教師の体罰を巡る問題が近年マス

コミに大きく取り上げられ，その鑑否が論じられてい

る。その結論は別としても，このことに関しての社会

学的な分析を試みたものはほとんどない。わずかに厨

'１が体育教師の社会化に注目し，運動部という「潜在

的カリキュラム」によって学習された体罰が，そのま

ま教育の現場で顕現されるのではないかという仮説を，

経験的データから実証的に検証しているだけに留まつ

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation,Fukakusa-Fujinonloricho,Fushimiku,KyotoJapan
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ことの|木|難さからくるｲi)|｢究法の未Ｉｌｌ発によるものと思

われる。もちろん体罰の１%('川を実験的に作り''１すこと

は不111能だし，体育教iliijにインタビューしたところで，

教師F1身の死iii､｢'１１１趣に抵触するので，：|；実関係を明ら

かにすることはできない。従って，iiM行は体育数師自

身の/|ﾐii1iとIlU連して，教f｢に対する意識調衙による''１１

接的経験的データの収集にとどまる。

この椀の調森でとられる多くの手法は，他教科の教

師との比較である。爾水』}は他教科の教H'ljと体育教師

の社会的評ＩＩＩ１ｉから，体育教師の社会的特性を明らかに

しようとしている。また，ijqhI'i'はT1rjl者和夫の/'三洲滕

造のモデルを分析枠組として，体育教師の化活と他教

科の教師を比較することによって，その特質を分析し

ている。さらに，総合的に捉えたものに束〕j(学芸ﾉくこ学

の「体育教師の職湯Ｉ{ﾐ活と体育指導」がある、。この

研究では体育教師の授業、校務、連動邦指導への関与

の実態とその意識についてかなり詳細に報f1fされてい

る。これらの調森により，現代の体育教師は体育の授

業以外に生活指導，運動部活動の指導（以下クラブ指

導)，行事の指導，さらには体育連MM，体育協会の仕

事などの多くの社会的役割の中で生活しているという

実態はある程度明らかになってきた。

しかし，それらの社会的役割は矛耐なく整瑚されて

いるということはなく，複雑に錯綜した様朴|を呈して

いる。従って，例えば生活指導のために授業ができな

かったり，クラブ指導がおろそかになったI)という不

満はよく聞かれることである。つまり，体育教師はこ

れらの矛病する社会的役割の中で，常に社会学的アン

ビバランスの状況に置かれているわけであり，その状

況がilni床となって体罰を惹起するということも考えら

れる。

近年の教師の研究においても，このような社会学的

アンビバランスにおける役割葛藤に往日する研究が噸

えてきている。Dworkin（’は教師のノイローゼや自

殺，バーンアウト現象（燃えつき現象）を捉え，役割

認知の不明瞭さや役割葛藤による疎外が原因であると

している。しかし，このような役割葛藤があるとして

も，常に教師は教育しなければならないという制約構

造を持っている。そのために，杉Ｉ過りｉが言うように

「教Iiljの意志決定過禄とそれをIljll約する客側的術造と

のジレンマのなかで，教師が教師としてのアイデンテ

ィティをかろうじて保持するための処方策」としての

ストラテジーを持たなければならない。しかもそれは

Ｗｏｏｄｓ１川が蒲うように，教師自身の学校でのｲF在を

認知するアイデンティティと関連して（学校での役割

州:|；)，自己防衛的な（学校の期待に応える形で）サ

バイバル・ストラテジーを使用することになる。この

ような観点に立てば，体罰は体育教師が学校で教師と

してのアイデンティティを保持するために選択したサ

バイバル・ストラテジーとして捉えることもできる。

体育教師のストラテジーの研究もなされてはいるが，

そのほとんどが授業における生徒にﾙＩするストラテジ

ーの研究であり’’１’２１１:''，このような社会的役割葛

藤という状況で体育教師が行うサバイバル・ストラテ

ジーについての研究は皆無であるといってよい。

そこで，本研究では体育教師の社会学的アンビバラ

ンスで発現するサバイバル・ストラテジーをみるため

に，社会的役割葛藤の状況の特定化から始めることに

する。なぜなら，体育教師は前述したように，さまざ

まに錯綜し才病した社会的役割の状況（社会学的アン

ビバランスの状況）に置かれているわけであり，その

状況の矛)iWrが役割葛藤を生み，サバイバル・ストラテ

ジーを選択させていると考えるからである。つまり，

ストラテジーはIllil人の盗質に楓するものではなく，状

況に強く規定されていると考えられるからである。し

かも，社会的役割の矛盾は，体育教師自身がその役割

をどのような状況として定義し，認識しているかによ

る。すなわち，ある状況に対して，どのように行動し

たいと思っているのかという欲求の認知と，実際にど

う行動しているのかという総合的な行動認知の不一致

が，状況定義の矛盾をうみだしていると考える。従っ

て，本研究ではある設定された状況に対する体育教師

の社会的役割葛藤を，行動認知と欲求認知の不一致か

らみていくことにする。

２．研究の方法

そこで問題を単純化するために，行動認知と欲求認

知の関係を図ｌのようにモデル化してみた。

－２－
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したい

している していない

したくない

図１．行動認知と欲求認知の不一致

つまり，したい・したくないという欲求レベルの認

知を縦軸とし，しているか・していないかという行動

レベルの認知を横軸とすることによってできる４象現

に，認知的一致（したくてしている一WILL，したく

ないし，していない＝しなくてもよい一ＮＥＥＤＮＴ）

と認知的不一致（したいけどできない－ＣＡＮ'Ｔ，した

くないけどしている＝しなければならない－ＭＵＳＴ）

を位置づけてみた。

そして，このモデルを適用する具体的な状況を設定

するために，調査協力校の体育教師に1m接調査を行い，

さらにその学校の体育教師の一日の行動をビデオに納

め，分析した結果，下記の４つの基本的な社会的役割

を兄いだすことができた。そして，その具体的な状況

の決定に関しては，東京学芸大学の「体育教師の職場

生活と体育指導」に関する調査を参考にした。

１）体育の授業に関する役割

２）体育系クラブに関する役割

３）学校の経営（校務）に関する役割

４）学外での社会的役割に関する役割

調査対象は近畿の中学145名，高校266名の計411名の

体育教師である。

調査時期は1987年１１月-12月である。

調査方法は郵送法による質問紙法を行った。

全体的傾|(Ｉとしては多くの状況でWILL.つまり社

会的役割に対してしたくてしているという傾l('１が強い。

それとは逆に，しなければならないＭＵＳＴは少ない。

認知的ｲ<一致は，主にしたくてもできないＣＡＮ，Ｔに

みられる。しかし，必ずしも認知的一致がみられるか

らといってＩＭＩ趣がないわけではなく，不一致であるか

らといって'１M題があるというわけでもないｄ

そこで,ここでは状況認知の分類(WILL,NEEDN，Ｔ，

CAN'Ｔ､ＭＵＳＴ)別に，どのような特徴的な傾向がみ

られるかを概観し，体育教師の状況認知の構造につい

て考察を加えていく。

【ＷＩＬＬ】

(1)授業中態度の恐い生徒への指導（97.3％）

(2)生活指導における生徒への指導（97.0％）

(3)クラブ中態度の怨い生徒への指導（96.5％）

(4)公欠の出席扱い（87.5％）

(5)放課後のクラブ指導（83.1％）

(6)職員会議への出席（79.3％）

(7)休日の試合のりI卒（79.2％）

ほとんどの項目についてＷＩＬＬがみられるが,約８０

％以上の項目だけを取り上げてみると上記のようにな

る。

ここで特徴的なのは，クラブに関する項目と態度の

悪い生徒に対する指導の仕方である。

３．結果と考察

（１）体育教師の状況認知の全体的傾Ｉｈｌ

－３－
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三ﾗdｍｉ
MUST／NEEDNTＥＥＤＮＴ

５ﾌ／ 導したく ない

ＷＩＬＬ／ＣＡＮ､丁

こう いえば｝旨導したくない

２

繋三MII
きれば指導したいと思っている

放課後のクラブ
指導一欲求認知

導したいと思っている

196／106
いつも指導してときどき指導しあまり指導してまったく指導し
いるているいないていない

放課後のクラブ１局導一行動認知

図２．放課後のクラブ指導に対する認知的不一致

ｌＸ１２のようにクラブの指導に関しては，したくてし

ているものが多く，体育教師の一般的な特徴が現れて

いる。

態度の恐い生徒に対する指導の仕方は，クラブ指導，

生徒指導，授業においても一貫しており，常に直接的

に生徒に注意するのが１１ﾐ倒的に多い。このことは態度

の悪い生徒に対するストラテジーが状況に関係なく表

出するということであり，クラブ指導におけるストラ

テジーが，そのまま１t１じょうに生徒指導や授業でも採

られるということでもある。つまり，クラブ指導，生

徒指導，授業が異なる状況であるという一般的な認識

とは違って，体育教師はこれらの状況をI同化ものとし

て認知しており，そのことが体罰等の問題をリ|き起こ

している要因のひとつであるとも考えることができる。

協会や連鴨における役割（43.8％）

クラブ運営上の自己出費（40.3％）

地域の体育活動の指導（39.0％）

ＰＴＡへの対応（36.4％）

協会や連盟主催の講演会や会議への111席（29.6％）

１
１
１
１
１

２
３
４
５
６

１
１
１
１
１

特徴的には，授業中の生徒に対する感情抑制が46.0

％と高い。具体的には，生徒に対しては感情を抑制す

る必要がなく，むしろ抑制する方が不自然であり，実

|祭の行動としてもよく腹が立つということである。こ

のことが直接的に体罰とつながるというのは飛躍しす

ぎるが，そのことの凪床となるnJ能性は十分にあると

,思われる。

社会的役割に対して，しなくてよいと考えている状

況で特徴的なのは，学校を離れたところでの活動につ

いてである。【NEEDNT】

(1)授業中の生徒に対する感情抑制（46.0％）

－４－
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館

し た 〈ない
ＣＡＮＴＷＩＬＬ

４９

臼國写
qhR

どちらかと えはしたくないい

籾３７３７ ６１
戒

鶴iif;IWLjilllZf
きればしたいと思っている

８

地域の体育活動
の指導一欲求認知

いと思っている

よくしているときどきしていあまりしていなまった〈してい
るいない

地域の体育1舌動の指導一行動認知

図３．地域の体育活動に対する指導の認知的不一致

体育に関する研修会や研究会への参加（39.4％）

授業の設備，用具の整備（38.4％）

職員会議での発言（35.2％）

体育に関する専門書の購読（34.3％）

授業に対する教師自身の楽しさ（31.0％）

授業における生徒の自主性（29.7％）

実技指導における生徒との共動作（25.5％）

ＩｘＩ３のように地域の体育活動の指導，あるいは体育

協会や体育連盟の仕事に対しては余り稚極的な役割認

知を持っていない。地域ｄ協会の仕事をすると自分の

チームがみられないという理由から，できるだけ仕事

を断わる傾向が強く，どうしても一部の者が交代でhlii

倒をみるという状況になっているようである。また，

その役についているものでさえ，しなければならない

からしている(ＭＵＳＴ)が３２．３％もあり，地域，協会

や連盟への体育教師のかかわり方が問われるような結

果となっている。

印
。
、
印
切
り
、

１
１
１
１
１
１
１

したいけどもできないというCAN，Ｔは，多くの状

況にみられる認知的不一致である。クラブの成績Ｉｆｉｌ上

とか，スポーツ指導詩の資格の取得とか，クラブに関

するＣＡＮＴは体育教師のクラブに対する願望の強さ

とみることができ，前述のＷＩＬＬの結果とあわせて

考えるならば，体育教師のクラブ中心的な学校生活を

窺い知ることができる。

【CAN'Ｔ】

(1)クラブの競技成績の向上（55.9％）

(2)スポーツ指導の資格の取得（55.1％）

(3)クラブの設備，用具の整備（47.5％）

(4)クラブ運営における生徒の自主'性（42.6％）

－５－
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,'′□
′１

<;FＷｉ
Ｍ[ｉＳＴ／ＮＥＥＤＮＴＮＥＥＤＮＴ

而京プ 加 したくない
ＷＩＬＬ／ＣＡＮＴ

二コ、# ､えば参加したくない0

３３ 、２０

fjlIj帝kｌＩｌ
′

きれば参加したい

体
研 青に関する研修会や

究会への参加一欲求認知

(弓 参加したい

′６７ｌＴ ′ ２５

ほとんど参加しときどき参)Ⅱ1しあまり参加してまったく参加し
てい沼ているいない‐ていない

体育に関する研修会や研究会への参加一行動認知

図４．体育に関する研修会や研究会への参加に対する認知的不一致

仕事に対する家族の理解への努力（22.3％）

生活指導の係（21.9％）

校務分掌上の仕事（20.1％）

さらに，図４に示したように体育の授業に関して

ＣＡＮ，Ｔが特徴的にみられる。これはいわゆる教師の

予期的社会化ii：１１によって付与される「教科への忠誠

心」Ⅲ川と，学校内での教科別組織を蕊本的な帰属集

団として構成きれる職業的専Ｉ１ｉｌ性への職業的社会化i'帛

凹’に対する認知的不一致として捉えることができる。

つまり，体育教師が他の教科の教師と学内で対等であ

ろうとするならば，職業的専lMl性を発揮する授業であ

るという認知が根底的にある。しかし,授業にＣＡＮＴ

が多くみられるということは，それがおろそかになっ

ているという状況認知であり，それが一種のひけ目と

なっていることは，職員会議での発言がＣＡＮＴの項

目として上がっていることからも推察することができ

る。

１
１
１

２
３
４

１
１
１

ＭＵＳＴはその出現率が低い認知的不一致である。

もちろん，それはＷＩＬＬが多いことの裏返しでもあ

るのだが，ＭＵＳＴをＭＵＳＴとして認知することが少

ないということも考えられる。つまり，外発的に欲求

が制御きれる制度的状況で，教師は二つのストラテジ

ーの選択を迫られる。ひとつは拒否で，ひとつはＩｒｉＩ調

である。一般的に体育教師は'百I調を選択する傾向にあ

り，そのことによって外発的な欲求を内発的な欲求と

して内面化する。つまり，体育教師の職業的社会化が

行われるわけである。ここで，ＭＵＳＴが少ないとい

うことは，この職業的社会化が体育教師においては非

常に有効に働いているという証左である。【ＭＵＳＴ】

（１）週当りの授業時間（77.9％）

－６－
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生活指導の係一欲求認知

樵わりたい

'''心になっ て携わりたい

２０１

中心になって憐携わっているあまり携わって携わっていない
わっているいない

生活指導の係一行動認知

図５．生活指導の係に対する認知的不一致

図５のように生活指導の係にＭＵＳＴがみられるが，

ＷＩＬＬもli1時に多いことから考えると，学校側の期

待に応えるという形でのサバイバル・ストラテジーと

して，生活指導をリ|き受けているということが考えら

れる。

具体的には体育教師の社会的属性を外的基準として，

40の項目（状況認知）が説明変数としてどれだけの判

別力をもっているかをみる数量化理論第Ｉ類を使って

解析する。

今回の分析で使った社会的属,性は'性（男：女)，勤

務学校（中学：高校)，教師経験年数（10年以上：１０

未満)，結蛎（既婚：未婚）の４つである。

判別力は相関比によって，変数の規定力は傭相関係

数によって判定した。その結果についてみて行くこと

にする。（表ｌ）

（２）体育教師の社会的属性による状ﾙﾋ認知

体育教師の社会的役割に対する状況認知について概

観してきたけれども，河上'、，田中・蓮尼ら’'１'がい

うように教師の置かれている地位，キャリアパターン，

'性によって認知する役割が異なってくる。そこで，こ

こでは体育教師の持っている社会的属`性（地位にまつ

わる社会的状況）の違いによって，状況に対する認知

がどのように異なっているかをみていくことにする。

つまり，社会的属性の違いを妓もよく説明する状況認

知の違いは何かということを分析する。

－７－
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表１体育教師の社会的属性による社会的役割認知の判別分析
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外的基準

性別 勤務学校 教師経験年数 結 幡

教材研究

体育に|判する研修会やｲﾘﾄ究会への参加

体ﾃﾞｧに関するVW1評の11Mｉ読

授業の設備，用具の終備

過当た})の授業時||リ

授業に対する教師E|身の楽しさ

実技撮導における生徒と共動作

学習指導婆緬に沿った授業

授業中 ， 態度の愁い生徒への指導

授業の評価

公欠の出席扱い

授業における/|ﾐ徒の□主性

目指す授業の研究

授業中の生徒に対する感怖抑ＩＩｉｌｌ

放課後のクラブ脂導

休日の試合のりＩ卒

クラブ連'i;↑上の自己|Ｍｻﾞ

クラブの競技成績の|(i]上

クラブ中，態度の悪い/lﾐ徒への指導

クラブに対する父ｌｆ，ＯＢのfM1解一協力

クラブの遮営における生徒の自主性

クラブの設備，＃]其の整備

スポーツ指導の査格取得

クラブの技術指導

職員会議への出席

体育祭など行事の通常

ﾉLl2活指導における生徒への指導

職員会議での発言

クラス札1任

校務分裳上の仕辨

他教科の教liliとの学外での付き谷い

家庭訪問

ＰＴＡヘの対応

/'三活指導の係

自分の社会的役割からのll3放

仕孑}；に対する家族の理解への努力

地域の体育活動の指導

先栽（大学ＯＢなど）との付き合い

協会や連盟における役割

協会や連盟主催の講滅会や会議への出席

0.2030236

0.1593308

0.1153884

0.0829390

0.0852181

0.1720096

0.’648000

0.1593435

0.2610043

0.0866037

0.1812880

0.2212102

0.207006(）

0.0559160

0.1992815

0.1976409

0.2078887

0.2108993

0.1353456

0.0832266

0.1400071

0.1664734

0.0902736

0.1234006

0.1480835

0.1342798

0.2339366

0.3159159

0.2308865

0.2171188

0.1389316

0.2232381

0.2126917

0.2816753

0.1191187

0.2202549

0.1141126

0.1788561

0.4362068

0.2004392

0.1107291

0.1640454

0.1775486

0.1378203

0.3732760

0.1685305

0.2186005

0.0506852

0.2984977

0.1989583

0.2828953

0.2248942

0.3098581

0.2190356

0.2562390

0.2687681

0.3424426

0.2259473

0.2356781

0.1920713

0.0978454

0.0960436

0.2069397

0.0882415

0.2284603

0.1543648

0.2516271

0.2914681

0.3034704

0.2516279

0.2377100

0.3109018

0.3612917

0.1807051

0.0272403

0.1171201

0.0444763

0.3294504

0.0605205

0.1791731

0.1067171

0.0818683

0.’868865

0.1997028

0.3484044

0.1721272

0.3003068

0.1040904

0.1489028

0.0928031

0.0263318

0.1105706

0.1355711

0.2525474

0.1002062

0.1214957

0.0668360

0.2423253

0.1267137

0.2100871

0.2142419

0.2046690

0.2808184

0.2580295

0.1298990

0.2567517

0.2039104

0.2869472

0.1159652

0.0728595

0.0735518

0.1342165

0.2932845

0.2429548

0.1079412

0.2328663

0.1667165

0.1997858

0.2198782

0.1229746

0.0614182

0.2107645

0.1255658

0.’613450

0.0982385

0.1114464

0.’250114

0.1640502

0.0733399

0.0581830

0.1399000

0.1291481

0.2005343

0.1166239

0.2294259

0.1340476

0.0975379

0.1859268

0.1051818

0.1307938

0.0725993

0.1629434

0.1350641

0.1361008

0.0747479

0.2342230

0.1526995

0.1972621

0.2450390

0.0928647

0.1609716

0.2273369

0.3065674

0.2471172

0.0660038

0.1052293

0.0890114

0.2092579

0.1354636

0.1283885

比ｌ僕相

0.759 0.801 0.784 0.709
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【性別】

札|関比は0.759で比較的商いといえる｡ｉＭ規定力の

高い変数は「協会や連盟における役割(0.436)｣で，ｿｊ

子ではＭＵＳＴが３８．４％に対して,女イーではＮＥＥＤＮＴ

が76.5％となっている。協会や連盟がり)子中心に活動

していることが伺われる。第２位は「職&i会鱗での発

言」で，男子ではＷＩＬＬが３４．０％であるのに対して，

女]摩･ではＮＥＥＤＮＴが４１．４％，ＣＡＮ'Ｔが３８．４％と

なっている。これＭｊ性中心の職場となっていること

が窺える。第３位は「生活指導の係｣で,ｿ)イーはＷＩＬＬ

が５１．０％であるのに対して，女子ではＮＥＥＤＮｏＴが

29.9％と高い。仕事上はっきりとした役割分担がある。

第４位は「授業中，態度の想い生徒への対応｣，雛５

位は「生活指導における生徒への対応」となっており，

いずれも生徒の統制に関することで性役割の違いがみ

られる。

ることが窺える。第２位は「実技指導におけＭ２徒と

の共動作」で，１０年以上の人のCAN､Ｔが３２．６％と１

０年未iiliiの人の16.4％に比べて倍近くになっており，

ベテランになるほど１k徒と一緒に動けなくな')，それ

が認知的なｲ〈一致を/こんでいることが窟える。第３位

は「ＰＴＡへのX`１１心」で，１０年未iiMiの人にＣＡＮＴの

I1I1Inlが強く，ベテランの特徴がよく現れている。鋪４

位は「職員会議での発言」で，10年以上の人はＷＩＬＬ

が４０９％であるのに対して,10年未満の人はＣＡＮ'Ｔ

が461％となっており，発言権はやはりベテランの

人にありそうである。第５位は「スポーツ指導者の査

格取得｣となっており，10年未満の人の71.2％がＣＡＮ,

Ｔであるとしている。

【結姑】

村川比は0.709である。第１の規定要悶は「ＰＴＡへ

の対応（0.307)」であり，ＣＡＮ，Ｔが未幡者に28.7％

と多い。これは年齢的なことを考えると，前述の教師

経験年数とかなり相関が高いと思われる。第２位は

「生徒指導の係」であるが，ＣANTにおいて既幡者

が鋳二'二上回っている棚吏であって，これを意味づける

根拠は希薄である。第３位は「クラス担任」である。

CＡＮＴが既蛎肴の１７．７％に対して，未幡者が33.7％

と上回っており，子供達とのコミュニケーションを械

極的にとろうとする藩い体育教師に対して，クラス担

任という格好の場が与えられておらず，そのことに対

して認知的不一致を感じている。第４位は「体育祭な

どの行事の連憐」で未婚者の方が積極的に関わろうと

している。また，第５位の「放課後のクラブの指導」

でも未婚者ほど積極的に関わろうとしている。

【勤務学校】

判別力は0.801と高く，肢も強い規定ﾉﾉを》｣〈したの

は「週当りの授業時ＩＩｌ］（0.373)」である。ＭＵＳＴが

中学校で86.3％であるのに対して，商校では69.7％と

低い｡これは,催本的な週当りの授業の持ち時間の違い

によるものと考えられ，中学校の方が授業時間に関し

ては窮屈な状態であるようである｡第２位には「ＰＴＡ

への対応」がみられ，中学校ではＷＩＬＬが51.8％で

あるが，高校ではＮＥＥＤＮＴが３６．０％となっており，

ＰＴＡとの関わり方の緊密度の違いがみられる。第３

位は｢クラブ運営上の自己出費｣で,中学校ではＭＵＳＴ

が２２．８％に対して，高校では31.8％となっており，高

校の方が自己出費が多いことが窟える。第４位は「先

輩との付き合い」で，中学校の方がＣＡＮＴが多い。

第５位は「家庭訪問」となっており，これもＰＴＡと

の対応と'百I様の傾向がみられる。

４．おわりに

体育教師の状況市認知の全体的傾向及び体育教師の社

会的属`性による状況認知の違いについてみてきたが，

次のようにまとめることができる。

（１）全体的に各状況でＷＩＬＬの占める割合が高く，

一般的に体育教師の認知的不一致は少ないといえる。

特にクラブの指導についてはその傾向が顕著であり，

予期的社会化においてクラブ指導が体育教師の役割と

【教師経験年数】

相関比は0.784と比較的高い。第１位は「週当りの

授業時間(0.348)｣で，１０年以上の人のＭＵＳＴが８４．６

％に対して，１０年未満では68.8％となっており，授業

時間の多きがベテランとなるほど負担になってきてい

－９－
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して内lili化されていることが窺える。しかし，そのこ

とはliil時に，クラブ指導でのストラテジーが他の状況

でのストラテジーを根底(灯に規定している１１１能性もあ

る。また，/|ﾐ活脂導にｽﾞﾄIしてＷＩＬＬの率が商いが，

それはり)ｆ体育教l111iに顕粁である。さらに，学校にお

ける地位と関連して，職風会議での発言では男性のベ

テラン教師にＷＩＬＬが澁階に認められる。これらは

体育教師のサバイバル・ストラテジーの職業的社会化

とみることができる。

（２）状況に対するNEEDN，Ｔの認知は性役割に規

定される。学外の「協会や連MMにおける役割｣，「職

興会議での発訂，「１１ﾐ活指導の係」などは男性教師

の役割として認知されており，従って，女性教師にと

ってはＮＥＥＤＮＴの認知となる。これは女lYk体育教

師が出１１t等の地位の上昇から外れていることをも示唆

するものであると考えられる。

（３）認知的不一致としてのＣＡＮＴは授業に関して

顕著である。それは特に他の教科の教師との関係，あ

るいは体育教師として経験を積み，職業的社会化され

る段階において生じ易い。クラブ指導にＷＩＬＬが多

いことからするとクラブ指導が授業を圧迫することも

考えられるが，それについては今回のデータからは推

論の域を出ない。ただ，若い体育教師に子供とのコミ

ュニケーションを求める欲求が強いのにもかかわらず，

その場が与えられていないことからくる認知的不一致

は特筆すべきことであろう。

（４）認知的不一致についてＭＵＳＴがほとんどh』ら

れなかったことについては，調査方法の不備によるこ

ともあるが，一般的に体育教師の予期的社会化と職業

的社会化が一致していることの証左でもある。そのこ

とは逆にいえば，予期的社会化がかなりの部分，現実

の体育教師の社会的役割を肯定的に内面化する方lf1で

働いており，体育教師としての理念的な社会的役割に

ついてはほとんど社会化されていないことになる。つ

まり，体育教師の学校でのサバイバル・ストラテジー

に注目するあまり，体育教師の社会的役割についての

検討がなされないまま，現実を享受する形で社会化が

すすめられてきたことに問題性を兄ることができる。

しかも，予期的社会化がおこなわれる教員養成大学あ

るいはそれ以前の状iUIlで，体罰を含む滞在的カリキュ

ラムを支えている運動部に対して，現行のカリキュラ

ムが有効な機能を持ち得ないところに，問越の解決を

|木1難にしているところがあるように思える。

このように体育教師の社会的役剤に対する状況認知

の構造が，ある職度特定化できたようにliL(う。この状

bd認知における不一致が，どのような回避のメカニズ

ムによって正当化されるのかは今後の研究課題である。

この研究は昭和62年度の文部宿科学研究fiiの補助を

受けて行われたものである。研究に献身的に協力して

くれた大|鳴恋fW-先112をはじめ，鳥羽高校の野際照準

先生他，多くのiiIil森脇力校の先生に謝意を表します。

注

１．予期的社会化とは，マートンによれば,「人々が

まだ参加しているのではなく，やがて加入しそう

な種々の地位や集団にみられるhlli値や態度を獲得

することである｡」（ＲＫマートン，社会理論と

社会構造，森束吾他訓，みすず書房，1961）

2．職業的社会化とは一般に職業人の形成~過程におけ

る社会化を問題とし，就職までの職業への社会化

と，就職後の職業的社会化に分けられるが，本研

究では，前者を予期的社会化とし，後者を職業的

社会化としている。
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ダンスにおける創作能力と創造的思考能力との関係

古田瑞穂＊

（昭和63年９月30日受付）

TheRelationshipbetweenCreativeAbilityinDanceandCreativityi、Thinking

MizuboFuruta＊

Abstract

Several（1ancerasearchershavetriedtofindapostitvecolTelationbetweendanceperformancealldscores

intheGuilfordianwrittentestsforCreativity、Yettheirstudiesarenotconsideredveryreliab1ebecauseofsonle

methodologicalproblenls・Ｔｈｉｓｓｔｕｄｙｔｂｕｓａｉｎｌｓａｔｅｘａｍｉｎｉｌlgthefocalre1ationshipbyanloreappropriatenlethod

callcdconfirnlatoryfactoranalysis、Thesubjectswere48sophomoresatShigaPre(ecturalJuniorCollege

Danceperfornlancenleasuresweredesingedbytheauthor，andwritten-creativitymeasureswereporvidedbyan

authorizedtestiｎｇｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ、Danccperformancewasevaluatedbｙｆｏｕｒｒｅｖｉｅｗｅｒｓｉｎｃｌｕｄｉｎｇｔｈｅａｕｔｈｏｒｔｏｇｉｖｃ

ａｎａｖｅｒａｇｅｓｃｏｒｅｆｏｒｅａｃｈｍｅａｓｕｒｅ

Ｒesultsfroma（ａｃｔｏｒａｎａｌｙｓｉｓｂｙｔｈｅＬＩＳＲＥＬｐｒｏｇｒａｎｌｉｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔｔｈｅｒｅｅｘｉｓｔｎｏｓｉｇｉficantcorrelations

betweenthefactorfol-thewrittentestandthreeｄａｎｃｃｐｅｒ(ormanccfactors，ｉ､e､．“improv1satlon，compostion,”ａｎｄ
。●ｗｄＯ

ｗｏｒｋ”SomepossiblereasolIsforthisresultareasfollows．（１）Ｔｗｏofthedancefactorsheavilyloade(Ithe
66

measuresforcreativityinmovement，whereasthewrittell-creativityｆａｃｔｏｒｈａｄａｖｅｒｙｌｏｗｌｏａｄｉｎｇｏｎｃｒｅａtMtyin

thinking．（２）Theevaluatiollo(danceperforn1allcewaslargelybasedonweek-Iongpreparationsbythesllbjects，

whereasthecreativitytcstrequiredthierad-Iibresponsesfortenminutes・Theseresultsandillterpretationｓｎｌａｙ

ｔｈｒｏｗｓｅｒｉｏｕｓｄｏｕｂｔｓｏｎｔｈｅｍｅthodologicalvalidityofthepastsｕｔｄｉｅｓａｎｄ，ｃｏｎｓｅｑｕｅｎｔｌｙ，suggestanewdirection

forfurtherresearcｈｏｎｔｈｅｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆｃｒｅａｔｉｖｉｔｙｉ、ｄａｎｃｅ

先行研究はいずれも両者の問に有意な正の相関関係の

存在を見い出していない。

先行研究の基本的な問題は，ダンスにおける創造性

が筆記テストで測定きれる思考の創造性と同じ内容を

もっているかどうかについての検討を欠く点にある。

また，両者の相関を確認するための統計手法が妥当で

あったかどうかという点も問題点としてあげられる。

とくに，「創造'性」というきわめて多次元的な概念を

１．はじめに

創作ダンスは創造的な身体活動である。そのため，

ダンスの創作能力に着目した様々な研究が数多く成さ

れてきた。これらのなかには，創作ダンスの創作能力

の成績とGuilfordらが中心となって開発した筆記形

式による創造性検査の得点との間に，正の相関関係を

確認しようとした研究１１'３１１７１がみられる。しかし，

＊滋ｆＷ,(虻短期大学ShigaPrefectualJuniorCollege,Hassaka,Hikone,ＳｈｉｇａＰｒｅｆＪａｐａｎ

－ｌ２－



古田：ダンスにおける創作能ﾉ]と創造的思考能力との|劉係

榊成されている〔）テストの内容は〆衣ｌに示すとおり

である。

ｌ１Ｉ１輿テストではその諜越を「雰」とし，ｉ探題がテス

ト時に口911で伝えられてから２分間u１１卿で表現を行う

よう折》l〈した。構成テストでは「移動連動一まわる一

とぶ－縮む－ＩＩｌ１びる」の連動を原形とし，連動を変化，

発峻させるように猯》I〈した。作品テストではその課越

を「ｉｌＩＪとした,、術成および作,Y,テストの諜越は，テ

スト突施１週|ＩＭＩに苑(友きれ，これらのテストでは諜

越波技の時'１１１をIlill限していない､なお，いずれのテス

トにおいても伴侭は１１lいなかった。

ダンス<ilI作能力テストの評([IIi項目は，表２に示すと

おりである。創作能ﾉjを流暢性，とらえ方，表わし方，

まとめﾉﾉおよび独ｒ１ＩｿIﾐでとらえ，１３の尺度を設定した．

洲lIliは，１１１１興テストの「動作の種類」では，動作の数

をi11'１定し，得ﾉｨl(とした。ただし，ITilじ動作が繰り返さ

れた場ｲﾃとﾊﾐｵ｢対称の動作が行われた場合には２度にｌ

以降は得,『A(されていない。「運動の時11M」では，実運

動時IlMをi11ll定し，秒数を得ﾉﾑ(とした。これら２つの項

Ｈは，ビデオテープにもとづいて評価された。動作の

｛1脚と連動ojJ洲]を除いた'1項目については，４人の

ダンス折尊者がそれぞれ10点満点で評価し，その平均

値を得点とした。その際，川]輿テストについては１度

の減技実施後に，橘成および作品テストについては２

度の減技実施後にそれぞれ評価した。

２．２．２．創造的思考力テスト

筆記形式による創造的思考力テストは，Guilford21

の考案したテストにもとづいて，創造性心理学会が作

成したＳ－Ａ創造性検査の０版151を用いた。この検査

は３部で構成されており，各テストの前に練習を行っ

単相関で把握しようとした場合'3''７１や，相関係数を検

出するのにふさわしくない統計手法を使用した場合Ⅱ

などがみられる。

本研究の目的は，方法的に改鋳された形でダンスの

創作能力と創造的`IiL(考力とのｲ'1関関係を確認すること

にある。そのため，ダンスの創作能ﾉjを測定するテス

ト方法を吟味し，統計手法として確認)'illﾉＷ分析(con-

firmatoryfactoranalysis)を｢1Ｉいる。この手法ではl刈

子の数，因子と変数の対応関係，Ｉｋ１ｎｉＩ士のｷ|Ⅱ)lj経路

などをあらかじめ仮説的に指定することができ，「創

造性」という概念を複数の測定尺度からなる潜在|ﾉＷ

として把握することができる。また，結采的に得られ

た因子の解釈を通じて，「創造ﾔ|：」が測定できたのか

どうかも確認できると思われる。

２．方法

２．１．被験肴

被験稀は，滋賀U,L立短期大学幼児教育学科の２ＩｉＭミ

ー久子48詔である。これらの被験薪は約1年半のダンス

教育（90分／週）を受け，グループで作,Wiを創作し，

舞台公波を経験している。

２．２．測定尺度

２．２．１．ダンス創作能力テスト

ダンスにおける創作能力のテストおよび評価につい

ての研究51819''８１は,進んでいるが,未だ十分に一般化

されるまでにはいたっていない。そのため本研究では，

松本７１の示した舞踊表現の構造と要素化のモデルより

導かれたダンスの創作概念を基準にして，筆者が考

案した創作能力のテストと評価方法を用いた''１。

このテストはダンスの創作能力を，(1)身体・運動レベ

ル，(2)変化・発援レベルおよび(3)構成・主題腔開レベ

ルでとらえ，即興，構成および作品の３つのテストで

表２ダンス創作能力テストの評価項目

表１ダンス創作能力テストの内容

－１３－

流暢性 とらえ方 表わし方 まとめ方 独自性

I｣１１]輿
動作の概斌
連動のlMFI1W

とらえ方 独自性

構成

ム
間
動

ズリ
セ
迄
進

作品 とらえ方
リズム

空１１１１
運動

まとめ方 独自性

深題 課題提示 ilill限時１１１１ 伴倦

Hll
夕、 罫 テスト時 ２分'1}）

妊
蠅

構成
｢移動運動一まわる－とぶ
－縮む－伸びる」の一連の
連動を変化発展させる

１週間前

鉦
（ ・鉦

作品 海 １週間前

鉦
疵

疵
》
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てから実施された、テストの内容と評IlIIi唄月は，衣３

に示すとお')である。

評｛１１Ｍ[1は，活動髄域特性としてのⅢＭ}ルルミ産力お

よび空想力と思考特性としての思考の速さ，広さ，独

自さおよび深さと総ｆＭ(である。ノ池lは，思考特性を

創造的思考ﾉﾉとしてとらえ，思考の速さ，広さ，独向

さおよび深さが尺度としてルＩいられた。

２．２．３．統計手法

統計手法は，ダンスの創作能力と創造的思考ﾉ]をと

もに因子として把握し，それら|ﾉＷ１ｌＩｊの相関係数を求

めるために，確認ｊ(１１ﾉＷ･分析を用いた。この方法は，

lkW~分析モデルの一つで，因]'･パターンと|利子１３１ｷ[1関

のうちのいくつかを定数パラメータとしたり，また，

特定の因]'･負iMniil士，特定のＮ｢-iMl関li1士は等しい

はずであるなどの拘束的仮説を設け，その拘束のもと

で共通因子モデルの当てはまりの良さを検証できる６１Ｍ)。

この分析方法を採用するにあたり，統計パッケージ

SPSS-Xに含まれているLISRELプログラム４１が使用

された。

要がある。

３．１．モデルの週今度

表４は，各UW-を臓成する変数の信蝋性係数（Ｒ２）

と，モデル全体の総決定係数（Ｒ２）を刀北ている。

１１'1脚IﾉＷ－における｢動作の樋類｣と｢運動の時IMI｣の僧IIVl

Iγ'三係数はそれぞれ小きい(0.205,0.086)｡また，Ｓ－Ａ創

造|ﾂﾞ|ﾐ因子の朋考の独自さ｣のそれも小さい(0.312)。

これら３変数の信頼性係数の小さいことは，図ｌで各

１ｋＷに属する変数群に｛''１ぴているi't〔線の下に表示され

たI）Ｗ－負ｨM職に反映されている。すなわち，ull輿IﾉＷ・

の「動作の種類｣と｢連動の時１１M」のｌｊＷｆｌ荷Ａ１は0.5

以下を示し，Ｓ－Ａ創造性１大汀･の「思考の独ＦＩさ」のそ

れは0.54であり，それら以外の１４変数は0.6以上の負

荷鐙をもっている。各因子負荷鼬の有意水準はアスタ

リスクで示されるとおりであるiiIiu。図ｌに>j<された

各因子と各変数との一対一の尺度構成については，ｌ叉｜

には示されていないがmodificationindexと呼ばれる

チェック脂標によって，その正当性が確認きれた。こ

れらのことから，部分的にはデータに適合していない

変数が検出されているが，モデル全体の総決定係数は

全１７の変数を４因子にまとめることによって0.99とな

り，因子構造モデルはほぼ完全に生データに含まれる

情報を再現していると考えられる。

３．２．因子間の相関関係

３．結果

確認型因子分析では，因子構造があらかじめ仮説的

に決定されなければならない。想定した因子構造モデ

ルはダンス創作能力テストから得られる「即興｣，「構

成」および「作品」と，Ｓ－Ａ創造性検査から得られる

「Ｓ－Ａ創造`性」の計４つの因子からなり，それぞれ

の評価項目が各因子を構成する変数として指定された

（図１）。この分析では，まず仮定された因子構造そ

のものがデータに適合しているかどうかを検定する必

表４モデルの適合度

テスト 尺度信頼性係数(Ｒ２）

とらえ方
独自性
動作の種類
運動の時間

0.679

0.757

0.205

0.086

即興

リズム

空問
運動

0.564

0.404

0.528

構成
表３Ｓ－Ａ創造性検査の内容と評価

とらえ方
リズム
空間
運動
まとめ方
独自‘性

0.587

0.563

０．４７０

０．５６５

０．８０７

０．６７９

作品

思考の速さ
思考の広さ
思考の独自さ
思考の深さ

0.885

0.507

0.312

0.702

Ｓ－Ａ

創造性

モデル全体の総決定係数(Ｒ２）０．９９

－１４－

IlllMqの提>jﾐと例 '111題数 所要時ＩＨＩ 活動領域特性 思碁特性

テストＩ

新用途考案ﾉﾄﾞ！

テスト２

装職琴案唖

テスト３

結果予想ｌＷ１

○○の使いみち

''二乳ピン．ゴ

ム．風船など

どんな○○で

あったらよいか

かばんなど

もし○○になっ

たら

1u気．紙など

'1

４

４

１０分

10分

10分

応用ﾉ］

生産力

空想力

速き

広さ

独自さ

深さ
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凶ｌには，各|ﾉＷを結ぶlllI線にそってlkl]'''１１の+川

係:数が表示されている。イl1lX1係数はl1l1卿Ikl｢-と織成I刈

丁･のＩｌＭには0.75,構成Ｎｒと作,}'１１，Ｎ]'･の|H1では0.58.

11|]輿Ｉｋｌｆと作['１１，１Ｍ｢の|Ｈ１では0.52が得られ，それぞれ

有意な正のｲ||関関係がみられる(、しかしながら，lIl1郷，

構成および作,Ｍ：1千は，Ｓ－Ａ創造|ソ|ﾐ|ﾉＷ－とのＩＭＩに，い

ずれもイイ意なｲ'１関関係が認められない。

〈とも13変数で榊成されるjii-のlAW-としてとらえる

よI)も，そのままある秘度独立したｲ納三としてとらえ

るほうがよいように老えられるけ

こｵしらの３１ﾉＷ･で|ﾉ(Ｗ･得ﾉﾑ(が高い場ｲTには創作能ノノ

テストの成絨が「良い」ということになるが，ここで

1,〕異なことは，｜lilじ洲１Ｍ〔１１を使ったとしても，ダン

スのlhll作能ﾉﾉの成紘はi深越のiﾉﾘ容によって変わるi1i能

|ソ|ﾐがあるということである。雷い換えれば，３つの|大１

Ｗよそれぞれのi洲越で評(Illiの対象となった創作能力を

測定しているのである。今回の課遜は，ｌｌＩｊ輿テストお

よび作,Y,テストでそれぞれ「雪｣，「海」とされ，全

tiに共迦して比較的情報戦が多いと考えられる自然現

象の中から選ばれたが，仮により}'１１象的な課題であっ

たとしたら，被験者の'1Mで成績の朴|対評価が変わった

かもしれない。また，ダンス専攻でない48名の学１ＭU

の+'１外}評{lI1iでしかなく，今回のテストで高得点を示し

た学/|ﾐは，Ｈ１対的に問い創作能力をもってはいても，

杵Ｍ１ｳな意味で高い芸術的な創造性をもっているとは

必ずしも言えない。

そのうえで，この独立した３つの因子がダンスにお

ける創作能力を代表しているのかどうかを検討すると，

本研究におけるテストのうち，即興テストでは課題に

添っていかにイメージ（内的形式）が短時間で連動

（外的形式）として表現させられるか，またそれがユ

4．考察

４．１．ダンスにおける創作能ノノ

ダンスの創作能ﾉjテストとしてl1lI興，櫛成および作

,ｌｌＩ１の３つの課題を提７｣くし，それらを櫛成する13の尺度

を設けた。これらの変数（尺度）は３つの|ﾉ<Ｗに集約

きれると仮説きれ分析された。その結采，この仮説モ

デルの信頼性は高く，その妥当性が確認された。これ

らの３１ﾉＷ･のZZ当性をさらに検討するために，試みに

13変数全てを単一のＭＷ･に統合きせて分析したところ，

凶子構造モデル全体の総決定係数は極端に小さくなっ

たii：2'。また，３つの因子を構成する変数の中にIi1じ

名称の変数がみられるが，modificationindexによる

と，例えば，「とらえ方」という２つの変数が，お'１１：

いに即興因子と作品因子のどちらかにかかわるという

ﾛI能性は示唆されなかった。これらのことから，３つ

の因子はかなり高い相関係数を示してはいるが，少な

三三】】】】内【三［】
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雫菫二：
図１因子分析の結果
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「独自性」と言っても，恕考と動きとでは概念が異な

るだろうが，ダンス創作能力テストと創造的思考力テ

ストとでは，創造性に雌も関連すると思われる評価唄

目において負荷最のバランスがとれていないことは明

らかである。このことが原因で，ダンス側の即興およ

び作品因子と創造性因子とのＭ１]に有葱なｲ[1関関係が認

められなかったのかもしれない。

また，Hlj輿および作,Ｈ１テストにおける独自性以外の

主要な評価観点は，「とらえ方」や「まとめ方」とい

う項目に代表されている。これらにかかわる能力は，

創造性よりもむしろ理解力などに関係するように思わ

れる。それならば，１１１１輿および作IlMﾉＷの「とらえ方」

や「まとめ方」と，Ｓ－Ａ創造性因子の「思考の速さ」

やＭ考の深さ」との'1Mに'1W接的な相関関係が得られ

そうであるが，実際にはその効果が出ていない。その

原因の一つとしてダンス創作能力テストと創造的思考

力テストで要した時間の不均等があげられるかもしれ

ない。前肴の場合，構成および作,V,テストでは１週IlM

の持続的な思考が，後者ではわずか１０分間の瞬時的な

思考が要求されたことから，被験苦によって時間的な

思考パターンの違いが現れて当然であろう。このこと

は，筆臺苫のダンステストが，Guilfordによる創造的

思考力の概念ではなく，標準的なダンス創作概念にも

とづいて設計されたことによると考えられる。

このようにいろいろな解釈は可能であるが，いずれ

にしても，今回のダンス創作能力テストと創造的思考

力テストでは，内容的に共通点が少なかったことは確

かなようである。

ニークかを評価した。構成テストでは，時間をかけ，

いかに運動を様々な要|側を用いて変化，莞催させられ

るかを評価した。作,Y,テストでは，１両lじく時間をかけ

課題に添ってイメージを内在する連動が変化，発腱で

き，まとまりをもち主題腱|＃|ができるか，それがユニ

ークかを評(ll1iした。

以上述べたダンス創作能ノノテストの評Ｉｌｉ観点は，１１１１

興因子と作!｝''１因子を構成する変数のうち，「とらえ方｣，

「まとめ方」および「独r11ｿﾞk」のｷ１１対的に大きい因子

負荷Z戦によく反映されている。逆に，’１１１興因子で「動

作の種類」および「動作の時''１１」の２変数がほとんど

寄与していないのは，それらが主観的な評価の対象に

ならなかったためであると考えられる。また，先行研

究において用いられたテストは，ｕｌ１卿，構成および作

１１１，など様々であるが，共通点としてどのテストでもtIlI

興的に表現するよう婆求されている。しかし，本研究

における購成と作品テストでは，課題提示から実施ま

で１週１１１１の時間を与えられており，この創作に際して

の時間的な余裕が，jAj行研究との決定的な相違点とな

っている。したがって，Ｉｉｌじダンスにおける創作能力

と言っても，本研究では所与の諜迩にある程度時間を

かけて思考させ，その課題をユニークな動きで表現で

きる能力を主に評価した点に特徴があると言えよう。

４．２．ダンスにおける創作能力と創造的思考力との

関係

ダンス１Ｍ'１の１１１１輿および作ｌｌｉ１Ｉ因子における「独自性」

変数は，H1対的に大きい因子負荷母二を示しており，こ

のことから独自性にウエイトをおいた創作能力が測定

されたと考えられる。Ｓ－Ａ創造性因子において「創造

性」がi11I定されたのかどうかを因子負荷量にもとづい

て検討すると，本来ならば創造性の中心に位置すると

思われる「思考の独自さ」が肢Ｍ､さい値（054）を

示している。相対的に鮫も大きい負荷量をもつのは

「思考の速さ」であり，次に「思考の深さ」であった。

このテストでは，「思考の速さ」は回答を多くだせる

能力であり，「思考の深さ」は繊密に考える能力であ

ると説明されているＩ２１Ｉ６１ｏＳ－Ａ創造性因子は発想の

ユニークざというよりも，むしろ主としてものごとを

速く繊密に考える能力を測定したと解釈される。同じ

５．おわりに

本研究では，ダンスの創作能力と創造的思考力をと

もに因子として把握し，確認型因子分析の手法を用い，

因子間の関連性を検討することによって，両能力の関

連性を明らかにすることを試みた。その結果，両者の

間には有意な相関関係が得られなかった。ダンス創作

能力テストは，動きの独自性を主要な評価項目として

測定していたのに対し，創造的思考力テストでは，思

考の独自さを相対的にかなり弱く測定していたようで

あった。また，本研究のダンス創作能力テストは標準

－１６－
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的なダンス創作概念にもとづいて藝碁案され，その結采

１週11Mの創作期''１１が設定されたが，この}冊機１１１体が耐'｜

造的`Ii1A考能ﾉ]テスト（Ｓ－Ａ創造性検介）のｒ１的と合

致しないようである。

以_このことから，ダンスの創作能ﾉﾉと創造的AL(砦ﾉﾉ

との間には有意なｲ１１関関係がみられなかったと椎i11Ilさ

れる。

これまでのところ,iill造’''２は創造的j1L(考肌ｊｈＩ造的

衣fWj(創造的技能)および創造的態度の３つのドルA(で

とらえられることが知られているＭ１Ｉ１１'・今回用いた創

造'性検査は思考力のみにかかわっているが，ダンスの

創作能力は創造的思考力のみならず，創造的表現力お

よび創造的態度に大きく依存すると考えられる。しか

し，これらの能力を測定する検査法が確立されていな

いため，詳しい内容は分かっていないようである:''。

もちろんこの結采は，本研究の被検荷とi1U1定尺度に

ついて得られただけで，一般化はできない。だが本研

・光は少なくとも，この極の創造`|イミテストがこれまでダ

ンスにおける創造性研究で比1鮫ﾉ像準となってきたこと

に対して疑llIjを投げかける契機にはなるだろう。した

がって，本研究の試みから結論的に蒜えることは，創

作ダンスと思考力のﾉﾘ(方における「創造ﾔ|ﾐ」の概念が

暖昧な段階で，相関関係を求めようとするのは|付雛で

あるということであろう。今後の研究の力lrIlとしては，

概念と尺度がもっと確立された他の婆|刺，例えば知能

猯数，リズム感覚，性格などを用いて，ダンスの(ill作

能力を説明する試みが考えられる。
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一過性の重量挙げ運動が尿中蛋白質代謝

関連物質に与える影響

芳田折也傘，東隆暢＊

（昭和63年９月30日受付）

TheEffectofaBoutofWeightLiftingExerciseonUrinaryInducesofProteinMetaboIism

TetsuyaYoshida＊andTakanobuAzuma＊

Abstract

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｉｎｖｅstigatewhetherabouto（weightliftingexercisechangesprotein

meatbolism、Theurinaryexcretionsof3-methylhistidine，urea-nitrogen，１７－ｈｙｄroxycorticosteroidsandl7-kcto‐

steroidsoffivehumansubjectswerecheckedbeforeandafteraweight1iftingexercise

Threeexperimentswereperformed;experimentA(ＥxpA)：ｔｈｒｅｅｓｅｔｓｏｆ８ｒｅｐｓａｔ６０％ofnlaximalvoluIル

tarycontraction(ＭＶＣ).experimentB(ＥｘｐＢ)：ｏｎｅｓｅｔｏｆ４８ｒｅｐｓａｔ３０％ｏｆＭＶＣｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔＣ(ExpC)：ｔｈｒｅｅｓｅｔｓ

ｏｆ８ｒｅｐｓａｔ３０％ｏｆＭＶＣＷｉｔｈｔｈｅａｕｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓｔｂｅｓubjectsperformedsevenkindsofweightliftingexercise

(hyperextension,ｓｉｔｕｐ,benchpress,legcurLlegextension､calfraise,squat)duringapporximately2hours．

Urinary3-nlethylhistidineandl7-ketosteroidswereelevatediｎ２４ｈｏｕｒｓａｆｔｅｒｔｈｅｗｅｉｇｈｔｌｉｆｔｉｎｇexercise

boutatExpAUrinaryurea-nitrogenandl7-hydroxvcorticostｅｒｏｉｄｓｔｅｎｄｅｄｔｏｅ１ｅｖａｔｅｉｎ２４ｈｏｌｌrsfollowing

weightIiftingexerciｓｅｂｏｕｔａｔＥｘｐｓ・ＡａｎｄＢ，whereasthefluctuationofthesevaIｕｅｓｓｈｏｗｅｄｏｎｃｌｅａｒｔｅｎｄｅｎｃｙａｔ

Ｅｘｐ､C

Theseresultssuggestthattheproteindegradationandsynthesistendtoincreaseaftertheweightliftiｎｇ

ｅｘｅｒｃｉｓｅｂｏｕｔａｔＥｘｐＡ．

加したとの報告があり３１，運動が蛋白質代謝に与える

影響については，必ずしも一致した見解が得られてい

ないのが現状のようである。

この要因に関してHicksonetaL71は筋蛋白質分解の

指標となる，尿中３Methylhistidine排泄量20）は運

動の強度，時間，頻度の差異に影響されるであろうと

述べている。また著者'7）も，スポーツ選手のトレー

ニング時による24時間尿中蛋白質代謝関連物質を測定

した結果，運動様式（トレーニング内容）の差異に起

因すると考えられるスポーツ選手の蛋白質代謝の特徴

１．はじめに

蛋白質は身体の主要な構成成分であり，その代謝は，

生命維持を目的とする動的平衡状態を保つために，種

々なる要因で変動することが認められている4.6.14.191。

蛋白質代謝に関する研究の中で，運動による蛋白質

分解についてみると，DecombazetaL1）は長時間運動

により蛋白質分解は変化しなかったことを認めたが，

Rannieetalﾉｲ'は減少したことを報告している。また

動物を用いた実験では，運動により筋蛋白質分解は増

＊京都工芸繊維大学KyotolnstituteofTechnology,Matsugasakigosyokaidocho,SakyokuKyoto,ＪＡＰＡＮ
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今回はウエイトトレーニングを取り上げ，強化目的の

異なったウエイトトレーニング（重量挙げ連動）を一

過`性に負荷した場合，はたして蛋白質代謝の変動に差

異が認められるか否かについて，尿中蛋白質代謝関連

物質から検討しようとした。

を認めた。これらのことから連動が蛍白質代謝に与え

る影騨について一致した兄解が得られていないのは，

実験に用いた運動の様式が一律でなく，さらに連動の

強度や時'1Mが異なるためと推察きれる。

さて，スポーツの競技成績を高めるために身体各部

位の筋力を強化するためには，主にウエイトトレーニ

ングが用いられている。ウエイトトレーニングは，そ

の強化目的（i仗大筋力，筋持久力，筋パワー，など）

に応じて負荷強度や反復u１１数が異なり，例えばウエイ

トリフタ一のように妓大筋力を|ｲﾘ上きせるには，鹸大

筋力の60％以上の負荷強度でトレーニングを行うこと，

また長lili雑ランナーのように筋持久力を高めるには反

復回数を多くして，限界近くまで連動を繰り返すこと，

などが考えられている帥。

したがってウエイトトレーニングを実施することに

より体内の蛋白質代謝が変動するならば，その変動様

式はウエイトトレーニングの強化目的の差異により異

なることが予想される。

本研究は，連動様式の異なる身体トレーニングが蛋

白質代謝に与える影騨を知ることを岐終目的とした。

２．方法

被検者は日常定期的なトレーニングを実施していな

い健康な成人男子５籍とした。被検若の身体的特徴を

表１に示した。

TablelPhysicalCharacteristicsofSubjects．

Ａｇｅ

(yr.）

Ｈeight

（c､）
Bodyweight

（kg）
Subj

９
１
０
７
６

３
３
３
２
２

●
●

●
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｔ
Ｍ

168.0

168.5

174.0

167.0

186.0

64.0

64.5

68.0

65.0

80.0

30.6

５．１

172.7

７．９

68.3

６．７

Ｍｅａｎ

ＳＤ

experinlentA;60%ＩＷＣ

８;301KＩＷＣ

Ｃ;30%ＩＷＣ

ｘ８ｒｅｐｓｘ３ｓｅｔ

ｘ４８ｒｅｐｓｘｌｓｅｔ

ｘ８ｒｅｐｓｘ３ｓｅｔ

Heightliftin8exercise#)(10:00-12:00）

(day）

↑;urinecollection
ｃｏｎｔ｢ｏｌｅｄｄｌｅｔ

２．ＳｌｔＵＤ

３．ｂ〔

Fig.１．Ｓｃｈｅｄｕｌｅｏｆｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ

－２０－



芳田，束：一過性の重量挙げ逆lKi｣１１が尿１Ｍf白質代謝関連物厩にﾉjえる影騨

実験計１１NをlXllに７ｊＬた。〈ﾉﾐ験は３ｊ１ｉ1脚についてリミ

施し，実験Ａ：筋肥大や筋ﾉﾉl肋||に必j災と巷えられて

いる８１鮫大筋力の60％以上の負荷強度の取量挙げ連動

（60％(〕fMaximalvoluntarycontraction〔以下ＭＶＣ

と略す〕×８reps×３set)，ｲﾉﾐ験Ｂ：筋持久〃を愛う

トレーニングとして，血荷強度が岐人筋ﾉﾉの30％で|又

復回数を連続48回にして，連動1,1:（機械的ｲ|:?}Ｗ:〔、

荷強度×１文復回数〕）をﾂﾞﾐ験Ａとｌｉｉｌｌｌｉにした｢剛:挙げ

運動（30％ＭＶＣ×４８reps×３ｓｅｔ）,実験Ｃ：LjE験八，

Ｂの対!!〈(として，負荷強度と連動１１tを実験Ａのｌ／２

にした敢111:挙げ連動（30％ＭＶＣ×８reps×３set）と

した。突験に用いた蝿it挙げ連動の枕11をｌＸ１１＃）印

に示した。背筋・腹筋のトレーニングとしてhyper

extension・situp上肢筋としてbenchprcss,下肢筋と

してcal（raise・IeRcurl・Iegextensio,]・squatを選択

し，身体各部位の筋を一律にトレーニングできる様，

配慮した。

実験に先立ち，実験期１１Mを決定するために服１Ｍｔ、

蘭代謝関連物質に与える栄養摸11Ｗ長の影騨を把握する

予備実験をﾘﾐ施した。その方法は，被検薑荷が皿常摂llX

している食躯献立の中から，摂取頻度の雌も商い食ど}｛

献立を，各自i川任・夕食それぞれ１種類ずつ選択し，

その’［}の食事献立を４日間連続して摂取させて，４

日間のＩｋ中蛍白質代謝関連物質（24時|ﾊﾙk）の変動を

追跡した。その結果，服中物質の測定値は，２日月以

降に安定する傾M1jが認められた。

したがって図ｌに示したごとく，実験期llHは４日|H］

とし，２日目に安静時の24時|(M尿を採取し，：1鮭ｔ挙げ

連動は３日目の午前１０：００－１２：００に実施した。さら

に運動後の尿として，運動終了１２：００から翌日１２：００

までの24時間尿を採取した。採尿容器は1リットル用

褐色瓶を用い，防腐剤は加えず，採服時には冷暗所に

て保存するように指示した。

また実験期間中は被検者に予備実験とIi1様の食事i献

立を４日間連続して摂取させた。図ｌに示した栄養摂

取堂の組成は，実験終了後，被検者に自己記入による

食物摂取調査を実施し，食品成分表'０）を用いて算出

したものである。なお，指示した食事献立以外の食物

摂取は水，茶を除いて全て禁止した。さらに期間中は，

激迎勤を禁ＩＩＬ，ｊ血|i･のﾉﾋiliFから逸脱しないよう披検

打に脂ノバした”

１〃|(Il1炎伽！〔化i1MIlAl連物寅のi11Il定項'1は，３－Methylhis．

[i(ｌｉｎｅ（以下３．ＭｃとIII6す)，ｈｋ索篭索（以1,ＵｒｅａＮ

と略す)，ｌ７Ｈｙ(|r(〕xycorticoster()ids（以下１７０HCS

と'1|什す)，l7-Moster()ids（ｌ７ＫＳと111行す）とした(，

3.Ｍｅの分析は，Xlj連液体クロマトグラフィー（)鍼|上

製作DT製）を用いた飯島らり'の高感度蛍光分析法で実

施した。ＵｒｅａＮｊ７()HCSはfll光純薬製のキットを

用い，ざらに１７Ｋｓは尾形ら''１の方法で，それぞれ

分)上々度iｉＩ（聯|上製作所製スペクトロニック70）を用

いて比色定ｈｌ:を行った。またウロヘマーコンビスティ

ックス'１１（三共製）を用いて，尿のＰＨ,満ｌＩ１Ｌ壷ｒ１，

ブドウ糖，ウロビリノーゲンの定性試験も実施した。

3．結果

ｌＸ１２は，ｊｉＭＩ１後の2411制冊1眼中３Ｍe,UreaNの変動

を宏,瀞時24時|ﾊﾙRの測定値を０％として，増減率（％）

でﾌﾟj〈したものである。３Ｍｅの１４(中排illl：散は，実験Ａ

の３４}'iの平均値が安繍時：200±47/２mol/dayから述

動後：253±３４/２mol/dayと30％，実験Ｂでは４謡の

平均値が260±４７/lnlol/dayから294±６５/zn1ol/day

と１１％のi勅１１傾ｌｎ１を認めたが，実験Ｃでは５名の平均

他が安静時：348±１１５/４mol/day,連動後：352±５９/４

mol/dayでありIHI祷な変動を認めなかった。

UreaNは，実験Ａの３名の平均値が6.64±1389／

dayから7.28±0859/dayと12％，実験Ｂでは４名の

平均他が８．７２±L38g/dayから９．９９±0669/dayと

16％の増加傾向を示したが，実験Ｃでは５名の平均値

が安静時：９．１１±0.879/day,連動後：９．４７±１８２９／

dayであり，３ＭｅとIil様に顕著な変動を認めなかっ

た。
、

ｌ叉１３は，運動後の尿中１７０HCS,１７－KＳの変動を区Ｉ

２と|可様に増減率（％）で示した。１７０HCSは実験

Ａの３名の平均値が安静時：３．８３±1.30ｍｇ/dayから

実験後：５１４±２１３ｍｇ/dayと３７％，実験Ｂの４名の

平均値が安静時：４．５３±2.28ｍｇ/dayから連動後：６．

０５±2.79ｍｇ/dayと４１％増加する傾向を示したが，実

験Ｃでは５名の平均値が安静時：６．２９±2.32ｍｇ/day、

－２１－
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の蛋白質代謝に関する研究'7.18）

る。

の尿中３－Ｍｅ排泄量は筋肥大や筋

られている窯除Ａの重一量華げ撞動

浜０

引
四

士１．７７ｍｇ/dayと６０％増加し，
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つた。
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芳田，束：一過性の壇鼓挙げ運動が尿中蛋白質代謝関連物質に与える影響

白質分解をl袖'1させる傾Ｉｉ１Ｉにあることが推察され，こ

れはPoormanl31が考えている様に骨格筋が発達する

１１１能性のある兆候であることが７j<唆される。また実験

Ａ，Ｂの運動殿はlilfiiであったことから，耐it挙げ運

動による筋蛋rl質分解の1勅１１傾|ｲﾘは連動艇よりもｉｉ荷

強度に影郷されるものと思われる。

Urea-Nの服中排iill雌は主にアミノ雌>Ｗこの脂標と

して用いられておりシ１１，この尿中排illt猛は重最挙げ

運動やランニング後に蝋川することが認められてい

る仰。この解釈としてＤｏｈｍｅｔａＬ１Ｉは連動によって消

費されたグリコーゲンを補うためにアミノ酸異化によ

る糖新生が増加するための現象であろうと推測してい

る。また尿中ｌ７０ＨＣＳはコーチゾールの代謝産物で

あり，その生理作用としては蛋白質分解の冗進，糖新

生の促進,糖源貯蔵の増加などがあげられている'１'。

また１７０HCSはストレッサーに対応して分泌される

ホルモンであることもよく知られている'６１。

本研究の連動後のUreaN170HCSは，実験Ａ，

Ｂにおいて12～41％程度，噸加傾lri1を》】Ｌたが，実験

ｃでは安静時と同様の値であった。このことから体内

の蛋白質分解やアミノ酸異化は実験Ａ，Ｂの運動後に

兀進する傾Ir1にあるが，実験ｃでは顕著な変動を示さ

ないものと思われる。

尿中１７ＫＳ排泄量は蛋白質合成に関与するホルモ

ンであるテストステロンの代謝産物であり，尿中17-

Ｋｓ排泄殖からホルモンの分泌状態を推定することが

可能であると考えられている'５１．また玉木と中野'５１は，

体内のテストステロンの分泌量は筋肉に対する負担が

非常に強い運動によって増加し，逆に強度の弱い長時

間運動では抑制される傾向にあると述べている。本実

験の結果は玉木と中野'５１の兇解と一致し，テストス

テロンの代謝産物である尿中ｌ７ＫＳの連動後の動態

は，負荷強度が最大筋力の60％である実験Ａの重量挙

げ運動により増加し，負荷強度が最大筋力の30％で反

復回数が実験Ａの２倍である実験Ｂの連動により減少

する傾向を示した。これらのことから体内の蛋白質合

成は実験Ａでは冗進し，逆に実験Ｂでは抑制される傾

向にあることが推察できる。

以上のごとく，本研究は例数が少ないので結論づけ

ることは|木|難ではあるが，ウエイトトレーニング（]、

【,】:茶げ連動）の強化l1的（連動内容）の篭異により炎

｢1質代謝の動態が異なる傾ｌｆ１ｌにあることが，１１k中炎｢１

質代謝関連物質から柵11'１された。今後，これらのi辮'１１

について検討する必要がある。

５．まとめ

本研究は強化目的の異なるウエイトトレーニング

(j腿【i:挙げ連動〔突験Ａ：６０％ＭＶＣ×８reps×３set，

実験Ｂ：３０％ＭＶＣ×４８reps×１set,実験Ｃ：３０％Ｍ

ＶＣ×８reps×３set〕)を一過'性に負荷した場合の蛋白

質代謝の変動を服中蛋白質代謝関連物質を定通するこ

とにより推定しようとした。

得られた結果を以下に示す。

ｌ）］砿t挙げ連勁後の24時間尿中３－Ｍｅ排lill1量は実験

Ａにおいて噸加傾|ｲﾘが大きかった。

２）MPUrea-N・ｌ７－ＯＨＣＳ排１１１１雌は実験Ａ，Ｂの連

動後に噸川する傾I(1)を示したが実験ｃでは顕著な

変動を認めなかった。

３）尿中１７－Kｓ排泄ﾙtは，実験Ａにおいて連動後に

噸加し，実験Ｂ，Ｃとの間に有意差が認められた。

以上の結果から，実験Ａにおいて体内の蛋白質代謝

は，運動後に兀進する傾向にあることが推察された。
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漕艇運動中の呼気ガスパラメーターの

動態からみたラストスパートの評価
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KineticsofGasExchangeandVentilationintheLastSpurtofRowing．

NaokiOkamoto＊
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Ｃ()lIegeOarsln(jＩｌ（２１Inc､）ｔ()()ksolncsimu1ate〔Ｉ｛)oatraceper[ormancetests、Ｔｅｓｔｌｗａｓａｒ(〕ｗｉｎｇｗ()rk

usinga6-minutestestprotocolwｉｔｈｎｌａｘｉｕｎｌｅ(f()rLTcst2wasallincremelltalrowingtest（ordeternlina(ｏｎｏf

ventilatoryanaerobicthreshold（ＡＴ）ａｎｄＶ()2max・Thett)sｔ２ｗａｓｔａｋｃｎｂｙ６ｏａｒｓｎｌｅｎａｍｏｎｇ２１（)arsnlellV１２，

Ｖ()２，Ｆ,!()凶ａｎｄＦＥｃ()２weredetermin(ＩｅｄｂｖｔｈｅＤｏｕＲＩａｓｂａＲｍｃｔｈｏｄ・Fromcomparisonofthesetests，ｔｗｏｔｅｎｄｅｌル

ｃｉｅｓａｂｏｕｔｔｈｅｋｉｎｅｔｉｃｓｏｆｇａｓｅｘｃｈａngeandvelltilationwercfollndPatternARI-()ｕｐｍａｎｉ(ｃｓｔｅｄｔｈｅｄｉｆｆｅｒｎｃｅｉｎ

ｔｂｅＦＥｏ２ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｅａｃｈｔｅｓｔ・PatternBdidnotshowsuchｄｉｆｆｅｒｎｃｅｉｎｔｈｅＦＥ()２ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｅａｃｈｔｅｓｔ、The

diffどｒｎｃｅｏｆＦ,()ＺａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｔｃｓｔｓｓｕｇＲｅｓｔｅｄｔｈｅｄｅｇｒｅｅｏｆｌａｓｔｓｐｕｒｔ・Ｆｒｏｍｔｈｉｓｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ、ｉｔｗａｓｆｏｕｌｌ〔ｌ

ｔｈａｔｔｈｅＩｏｗｅｒｄｅｇｒｅｅｏｆＦＥｏ２，ｔｈｅｍｏｒｅｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅａｂｏｖｅＡＴ．

素的な能力を評価するための指標として研究が進めら

れてきているＭ５１ｌ６ｌｏまたトレーニングにも応用が進

められつつある。Hagerman81は漕艇連動の強度は，

ドレッドミルで求めたＶｏ２ｍａｘに対して95％Ｖｏ２ｍａｘ

という高い値を示すと述べている。そのためラストス

パート時において生体が受ける運動強度はＶｏ２を利

用しても定常状態を示し，変化分が少なく評価が困難

であると考えられる。

そこで本研究は，漕艇運動中のラストスパートにお

ける生理的運動強度をＶｏ２以外の呼気ガスパラメー

ターを用いて評価するための指標を見い出すことを目

的とした。特に選手らが「自己の能力を出し切り，疲

労閲憾まで追い込んだか」という評価を行うための指

標を見い出すことである。

1．緒言

漕艇運動は，2000ｍを約６分間で瀬ぐという有酸素

性エネルギー供給機構の連動であると同時に無酸素性

エネルギー供給機構の運動であるといわれている。

Hagerman8)は有酸素,性エネルギー供給機構の要因が

約７割を占め，錘酸素性エネルギー供給機構の要因が

約３割を占めていると述べている。特にスタートダッ

シュやラストスパートの過程では，無酸素性エネルギ

ー供給機構の要因にたよっている。このような運動様

式の特徴をとらえるために，漕艇運動競技における科

学研究がいろいろな角度から進められている。その中

で，漕艇選手らの最大酸素摂取量(Vo2max）は，有酸

素的な能力の評価の指標として広く測定が行われて

いる819)'３１。またAnaerobicThreshold(ＡＴ)は，、無酸

＊立命館大学RitsumeikanUniversity,56,Kitamachi,Tojiin,Kitaku,Kyoto,ＪＡｐＡＮ
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次に全力桝艇連動中の呼気ガス中の酸素濃度(Ｆ１:o2)，

二酸化炭素濃度(Ｆ14…)，換気堂(ＶＩｆ)の動態を観察す

るために，ダグラスバック法を用いて1分間毎に呼気

ガスを採集した。換気量は，ガスメーター（乾式）に

より容量を測定した。またＦ…およびＦＥｃｏ２は，

自動呼気ガス分析器（三栄測器社製）によって測定を

行なった。また運動開始から連動終了時まで，胸部誘

導法による心電図を記録し，１分毎に心拍数を求めた。

３．漸増運動

前項(2)に示した全力１W艇連動に参力ｌ１した被験者のう

ち６名を無作為に選びうその被験者にローイングエル

ゴメーターを用いた漸増運動を行なわせた。負荷強度

は0.5kgから２分毎に0.5kgずつ増大させる方法を用い

た。ピッチについては，毎分28ストロークを維持する

ように被験者に指示した。またコックスによって被験

者にピッチ数を提示させ，同様に激励も行なわせた。

i11l1定項目は，呼気ガス中のＦ,;()２Ｆ,:Ｃｏ２Ｖ,；，心拍

数，とピッチ数であり第２項で示した全力濟艇運動と

同様の方法で求めた。

４．AnaerobicThreshold

漸増運動に参加した６名について，第３項の実験結

果からＡＴ（AnaerobicThreshold）を推定した。ＡＴ

の推定方法は，Davisい‘Iらが示す以下の方法を用い

た。

①Ｖ腱／Ｖｃｏ２の変化を伴わなく，ＶＥ／Ｖｏ２が加

速を始める点。

②HTC()2の変化を伴わなく，ＰﾋﾟTO2が増大を始める

点（本研究では，ＦＥｏ２およびＦ…２を用いた｡）

2．方法

1．被験者

被験者として参加した者たちは，某大学潤艇部の選

手ら21名であった。すべての選手らは週６日の頻度で

厳しいトレーニングを課している者たちである。漕艇

選手としての経験は１年から３年の間である。選手ら

の身体的特徴を示すと身長が173.7±6.1cm,体重が69.3

±5.6kgであった。

２．全力漕艇運動

ローイングエルゴメーター（新日本産業）を用いて，

被験者全員は鍍大努力で６分間の榊艇連動を行なった。

用いたローイングエルゴメーターは，被験者がオール

を引くと何時にワイヤーで接続したドラム（フライホ

イール）を回転させる仕組みになっている。このフラ

イホイールをベルトで抵抗を加えている。本測定に用

いた負荷は，2.2kｇ（分銅を乗せる皿の重量をも含む）

の一定であった。運動中、毎日の練習でコックスを勤

める者が，測定中被験者にピッチ数およびフライホイ

ールの回転数を伝え激励をかけるようにした。ピッチ

数については、１分間の29ストローク以上を維持する

ことを義務づけた。さらに運動開始５分月からのラス

トスパート時においては，被験者が持つ能力すべてを

出し切るようにコックスに指示をさせた。

測定項目は，フライホイールが６分間の運動終了時

に自然に停止するまでの回転数，１分毎のフライホイ

ールの回転数とピッチ数，そしてパワー値および総仕

事量を以下の式によって算出した。

３．結果
Ｐ＝２汀・「・９．Ｎ．Ｍ・ｔ－Ｉ

Ｗ＝２７了。ｒ・９．Ｎ・Ｍ

Ｐ：パワー（watts）

Ｗ：仕事量(Joules）

ｒ：フライホイールの半径0.184ｍ

ｇ：重力加速度９．８ｍ／sec2

N：フライホイールの回転数

Ｍ：実質荷重（分銅を乗せるⅢの重量をも含む）

ｔ：時間(sec）

６分間の全力漕艇運動によって得た被験者全員の最

大酸素摂取量(Vo2max：ｈｎｍＩｏｍｌｋｇＬｍｉｎ－１),最

大換気量(VEmax：１.min-1),最大心拍数(HRmax：beatS

mirrl),総仕事量(Joules)の結果を表１に示した。

次に６分間の全力漕艇運動中の換気量(ＶＥ：ｌｍｉｎ

－Ｉ),酸素摂取量(Vo2：lmin-l),呼気ガス酸素濃度(ＦＥ

ｏ２：％）の経時変化を被検者全員の平均値で図１に表

わした｡Vo2は４分目が最も高く3.95±0.431.ｍｉｎ－１を

－２６－
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図１．６分間の全力連動中の呼気ガスパラメーターの

経時変化●－●はFEO2,△戸△はVO堅,o－．(よＶｆ:を示す 図２．漸墹運動中の呼気ガスパラメーターの変化

表１全力漕艇運動におけるV(’2,nax，VImax，Ｉ{Rnax，総仕珊,tの結采

被験者最大酸素摂取量最大換気型岐大心拍数．総仕事量

番号 絶対値

1/、iｎ

３．５５

４．２１

４．１０

３．９１

４．８６

２．９５

４．１５

４．４８

３．５２

４．２４

４．４５

３．４９

３．８６．

３．０３

４．２１

４．４２

４．３９

３．９１

４．９５

４．０１

４．３９

体重割り

､l/k９．ｍｍ

５３．３

６２．３

５９．４

６０．０

６３．１

４５．３

６３．１

６６．７

５７．３

６０．３

４６．３

５３．９

６３．３

５０．７

６０．６

５９．６

６６．０

５７．１

６６．４

５７．０

６５．７

l/、ｉｎ

１２９．５

１２５．８

１２４．１

１３１．１

１４０．２

１１５．９

１２９．９

１４４．５

１２４．３

１３３．４

１２４．４

１３８．８

１２５．７

１１１．５

１３４．２

１１８．１

１４９．２

１２１．６

１３５．１

１２５．２

１３０．４

beats/ｍｉｎ

ｌ９５

１８６

１９５

１８９

１８９

１８３

１８９

１９８

１８９

１９５

１８９

２０４

１９８．

１８１

１９２

１８６

１９２

１８３

１８９

１９５

１８５

jｏｕｌｅ

６８０２０

７１８３０

７５３８０

８０２４３

７４３０７

６３７５６

７７５０５

８１６９０

７６００３

７４０３２

８０４９３

７６８００

７５００５

５６１２２

８４３８４

８３７６０

８８１７５

７２２３６

８５００７

７５９０３

７７６７４

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
．
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

平均

偏差

４．０５

０．５１

5８．９

６．０

1２９．２

９．０

1９０

６

7６０３２

７３５４
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〉｣くし，その後レベルオフを》]几ている。Ｖ'‘はl1IF111I経

過と共に堀大し６分「|が鮫iMj〈123.1士9.51ｍｉｎ１

をｱj〈した。ＦＭ２は連動１%1始時は妓も低く１分ＩＥＩで17.34

±0.51％を示し，連動終了時に近づくにつれて上昇す

る傾向にあった｡そして６分月では，17.62±0.35％を

示した。Ｖｏ２が肢も高くあらわれる時間は，２分月か

ら６分月の間で被験者によって異なっていた。平均値

でみると4.8±0.7分月にV伽:maxが得られた。次にｈ)２

は，２分月から３分｢1の間においては変化がみられず，

0.065±0.09％の上昇しか示さなかったっ

図２は，漸墹運動中の呼気ガスパタメーターの経時

変化を被験者Ｉについて示したものである。特に図中

の時間軸に直交するill[線はＡＴの点について示してい

る。特に耐１２が上昇を始める点とＶＩｉ／Ｖｏ２が上昇

をはじめる点とは一致した。６名の被験者のＡＴ値は，

平均で76.3±3.6％Ｖ()2maxであった。

図１に示されるようにＦ１:０２の２分月と３分月の値

に差が示されないことから，１１１１時間のハ)』の平均値

と総仕事麹の関係について調べてみると図３に示され

るように有意な関係が示された（Ｐ＜0.001)。２分回

と３分月のＦ腱０２の平均値が低い程，総仕事fitが商い

傾向を示している。

次に漸増連動および全力iilli艇連動中のＦ１:(１２および

VI4の関係について調べた。図４には被験者Ｈについ

て，図５には被験者Ｉについて示した。黙プロットは

漸贈連動中の関係を示し，三角プロットは全力ｉｌｌＩｉ艇連

動中の関係を示している｡図中に示さｵしる破線はｖ()２

を表わしており，FHc()２を考慮せずＶ()』＝Ｖい(Ｆ,()２－

Fに()か１００１の計算式によって求めた。Ｆ…を考慮

しなかった事については考察の項にて論議する。また

図中には各被検者のＡＴ値を示している。被検者Ｈ

は72.1％Vo2maxで，Ｉは82.9％Ｖ()2maxであった。

iillj者とも全力iilll艇連動の強度は，ＡＴのレベルを越え

ている。

FECh
％ ●

1８．０

１７．５

ＬＯＯＯＯａＸ十１s

DｈｈＦ

1７０ ＜【】【Ｘ

●●

１６．５

7ＱＯＯＯ ８０ＤＯＯ

ＷＯＲＫ（Ｊ）

50ＰＯＯ６００００ gＯＰＯＯ

図３．FEO上総仕事量との関係

FEO2は全力運動中の２分目と３分目の平均値をあらわす
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図４．被検者Ｈの連動中のFEO2とＶ,；の関係,●－●は全力漕艇連動,△－△は漸増

iilli艇運動を示す。図中の破線はVO2を示す｡右端に示すＢは運動終了時に

FEO3の値が異なることを示す
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図５．被検者ＩのFEO2とＶ脳の関係。図中のプロットは図４と同様である。この

被検者は運動終了時にFEO辺の差はみられなかった。
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被検者ＨおよびＩとも漸蝋運動におけるＦﾋﾟ０２とＶ'』

の動態傾lhlには差がみられなかった。しかし全力漱艇

連動における３分月から連動終了までのＦＥ０２および

V膿の動態については差がみられた。被検者Ｈ（図４）

については，全力漕艇連動におけるＦＥｏ２の上昇が17.6

％でとどまっているが漸墹運動においては１８．０％まで

上昇している。ｖＥについては，漸増運動でのオール

アウト時のＶ隅の値よりも全力漕艇運動時のＶ脳の動

態の方が低いレベルにある。被験者Ｉ（図５）におい

ては，漸増運動および全力WMi艇運動時のＦＥｏ２は18.2

％まで上昇し続けている。また漸増運動時のオールア

ウト時点と全力iillv艇運動の６分月におけるＲｏ２とＶ１：

の値には差がみられなかった。全力漕艇運動の３分目

からは，漸増運動で示されたVo2maxよりも高いＶｏ２

を示した。

そこで漸増運動および全力iiW艇連動の両測定を行な

った６名についてみると，被験者Ｈ（図４）のパタ

ーンを示す者が５籍いた（Ａグループ)。被験者Ｉ

（図５）のパターンを示す者はＩのみであった（Ｂグ

ループ)。それぞれ両グループの漸増連動と全力漕艇

運動における運動終了時の呼気ガスパラメーターの比

較値を表２に示した。ＡＴについても比較を行なった

ところ，ＢグループのＡＴはＡグループのＡＴより

有意に高い値を示した（Ｐ＜0.001)。

また両グループの全力漕艇運動中のピッチおよびパ

ワー値の経時変化を図６および図７に示した。図６の

パワー値については，運動開始からＢグループの方

がＡグループよりも高い値を示している（Ｐ＜0.05)。

またピッチについても（図７），連動開始から運動終

了まで高い値を示しているが（Ｐ＜0.05)，特に５分

月および６分月においては，Ｂグループの方はＡグ

ループよりも増加の傾向が大きい（Ｐ＜0.001)。

３．考察

本研究に参加した被験者は，大学のポート部の選手

で２年生から４年生の層で構成されている。体重当り

のVo2maxは，アジア大会に参加した選手'８１と比較し

て約２ｍ１ｋｇＬｍｍ１程しか劣っていなかった。しか

し絶対値のVo2maxで比較すると約0.6（程劣ってい

た。又社会人チーム（東レ）等の選手'9’らと比較し

ても同様，Vo2maxの絶対値に差がみられた。すなわ

ち本研究に参加した被験者らは,有酸素能力(Vo2max

･ｍｌ･ｋｇ－Ｌｎｌｉｎ－１）については日本を代表する選手らと

差はみられないが，体格の面（体重）で劣る者であっ

たといえる。この体重の要因はパーフォーマンスに影

騨を及ぼすため，筋出力値については漕艇選手を表す

被験者としてあまり妥当ではないと考えられるⅢ'７１。

しかし有酸素能力(Vo2max：ｍ１．ｋｇ１．ｍｍ'）について

は日本を代表する選手らと比較して劣っていないため

本研究で呼気ガスパラメーターの動態を観察する対象

群として信頼性があるといえる。

次にWasserman（1973)15IらによってAraerobicTh

reshold（ＡＴ）が報告され，現在では多種目の競技群

を対象にＡＴが測定されてきている516''６１。特に漕艇

表２全力漕艇運動と漸増漕艇運動の終了時にみられる呼気ガス

パラメーターの比較

ＶＯ２ｍａｘ ＶＥｍａｘ連動終了時のＦＥＯ２ＡＴGroup

人数 全漸

ｌ／ｍiｎ

全漸全漸

ｌ／ｍｉｎ ％％ＶＯ２ｍａｘ

Ａ５（Ｍ）３．８５３．８９１２４．８１３８．０１７．６６１８．０８

（ＳＤ）０．１５０．１６４．５２．７０．１６０．３

75.1

４．５

Ｂｌ 4．４８３．９１１４４．５３１４４．７１８．２１８．２８２．９

(全）全力連動

(漸）漸増運動
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競技については，トレーニングの指標として導入され

ているs'''１(川･ＡＴは筋中の乳酸濃度が急激に増加を

始める点としてWasserman1M小らによって定義され

ているが，多くの研究は採血をしなくとも悲観Hil的に

呼気ガスパラメータを用いて推定できると報告してい

る31ｍ6112’'１１。そこで本研究は，ＡＴの推定に呼気ガ

スパラメーターを用いそしてそのパラメーターの動態

について検討した。運動中の呼気ガスの動態を観察し

た研究のなかでDiamond'1は連動負荷強度の増加に対

してＦ,:()２，Ｖビ，ＦＭ)２の順で反応速度が速いと報告

している。このことからi111艇連動中のＦ１:｡2およびＶＥ

の動態に着目した。

特に本研究はFIiU2の動態について焦点をあてた。

この〕ＨＭＩとして以下のことが考えられる。一般に有酸

素能力の指標としてＶｏ２が用いられているが，このVo2

はＶ,１，Ｆ[o２，Ｆ江()２の要因によって算出される演算

値である。特にＦｌｉｏ２およびFEC()２の両パラメーター

がＶ(,２に及ぼすウエイトについて観察すると，ＦＥｏ２

の方が高いウエイトを示す。例えばある被験者がオー

ルアウト時にＦＥｏ２が18.0％，FEC()２が3.4％，ＶＥが

12Ｍ.ｎｍｌの値を示したとする。ここで求められ

るＶｏ２は3.513０．ｍｍ｜となる。しかしF臆oｚが低く

17.9％であれば，Ｖｏ２は3.675ルmirI1となる。逆に

FEco2が0.1％低く３．３％であれば，Vo2は3．５５（とな

る。すなわち上記で示したデータにおいて，Ｆ１:０２の0.1

％の差はＶｏ２に4.6％の差を生じさせ，またＦＥｃｏ２の

0.1％の差はＶｏ２に1.1％の差を生じさせる。このこ

とからオールアウト時近くでは，Ⅲ)2の0.1％の差が

Vo2に及ぼすウエイトは，Ｆ１:c()2が及ぼすウエイトより

４倍以上も高いといえる。このことからもＡＴ以降の

剛)２の動態について観察を行うことは重要であると

考えた。図４および図５においてＦ１:CO2を無視しＦﾋﾞ０２

およびＶＥからＶｏ２をあらわしたのもこれらの理由

からである。

ここで図４および図５の結果についてみると，全力

漕艇運動はＡＴを越える高い連動強度で行なわれてい

ることが明らかとなった。両図で示されるように漸増

連動中のＦＥｏ２は，ＡＴ以降運動強度の増加と共に上

昇している。ＩＸ１５のパターンのＢグループは，全力

ilW艇運動中の６分月のＦＥｏ２が漸増連動におけるオー

ルアウト時のＦＥｏ２の値と差がみられないことから，

全力浦艇連動でも漸増連動のオールアウト時と|行I様の

連動負荷強度を生体が感じていると考えられる。しか

し図４のパターンのＡグループは，全力漕艇運動で

Vo2maxが３分月から６分月の問にみられるが，Ⅱ)２

の値は漸増連動のオールアウト時の値まで達していな

い。このことは全力漕艇運動のラストスパート時にお

いて筋出力に余裕があるのではないかと考えられる。

これは，図６と図７のパワーとピッチの結果からも理

iI1づけられる。特にＢグループはラストスパート時

に両者のパラメーターが急激な増加傾向を示す。それ

に比べＡグループは，両パラメーターの増加傾Ｉｆ１が

低い。すなわち全力潮艇運動のラストスパート時の追

い込みにおいて全力を出し切れていないのではないか

と考える。生体の血中乳酸濃度は，連動強度が噸加す

ればするほど蓄積する。それを緩衝する結果としてcOz

は，放出ざれ換気は兀進し過換気に至る。この過換気

に至る以前に筋疲労をおこし，全力を出し切れないこ

とが理lI1の一つとして考えられる'6'。

次に全力榊艇連動開始２分月と３分月の岡)２と外

的仕事量に高い相関がみられた。この結果は，全力漕

艇運動中の前半において，２分月３分月のＦＥｏ２の低

い者は，少ないｖビでも多くの酸素を体内に供給でき

る能力があるため効率よく漕艇連動ができる能力が備

わっていることを表している。すなわちこのレベルの

低い者は，酸素摂取能力が高いといえるであろう。特

にこの者たちは，筋の代謝能力１１にすぐれているため，

筋中のミトコンドリアが日々のトレーニングによって

容積が増し，その個数も増加しているのであろうと考

えられる。さらに有気的代謝のためのＴＣＡ回路中に

作用するSDH7lの活性等が高まっていることなどが考

えられる。

本研究は，全力濟艇運動中に生体が受ける運動強度

をＶｏ２を用いて評価をするのではなくＦＥｏ２を用い

て表すことについて検討した。Diamond仰は運動初期

において,運動強度の変化に対してＶｃｏ２よりもＶｏ２

の万力竣化速度が速いと報告している。またCasaburi21

は，ＡＴ上の運動負荷強度の変化に対してＶｏ２はＶｃｏ２

－３２－
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よりも変化速度が速いと報告している。すなわち，画

荷強度の変化に対してＦ１:()２は他のパラメーターより

も敏感に変化を示すパラメーターといえる。このパラ

メーターは，Ｖ()２を演算するための要１大|だけでなく，

パフォーマンスを評価するための要因となるのであろ

う。特にＡＴ上では，Ｆｍｏ２の低い者･の方が酸素摂取

能力は高く，オールアウトに近づくにつれて,このＦ１:０２

が増加傾ＩｒＩにある肴ほど高い仕事量を行うことができ

るといえる｡特に運動中にみられるラストスパート時

に，生体が疲労|ZMiiまで追い込んだかという評価には

Fuo2の利用が有効であるといえる。またあらかじめ

漸増運動等を行なわせ，疲労MSI蝋時のＦ１４ｏ２を測定し

ておくことでトレーニング指標として用いることがilJ

能となろう。

と考えられる。
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全力漕艇連動に参加した被験者は21名であった。す
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資料
競泳ターンの分析的研究

武部吉秀＊小西達郎*＊

（昭和62年10川2日受付）

AnAnalysisofTurningMethodsofCompetitiveSwimming

YoshihideTakebe＊TatsuoKonishi＊＊

Abstract

Ｔｂｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｄｅｔｅｒminethefastestandmosteffectiveｗａｙｏｆｓｗｉｍｍｉｎｇｔｕｒｎｂｙａｎａｌｙｚ‐

ingsixmethodsofcompetitiveswimmingturnsSubjectsforthispaperwｅｒｅｌ８ｓｗｉｍｍｅｒｓ,１６－１８yearsoldhigh

schoolboys・Theirturningspeedswerecheckedo、ｔｈｅｍodifiedcompetitiveturnsbykicki､ｇｄｅｅｐｏｒｓｈａｌｌｏｗ

ｗａｌｌ，withkneesbendeddeeporslightly，ａｎｄｂｙｇｌｉｄｅｗｉｔｈｏｐｅｎｏｒｃｌｏｓｅｄａｒｍｓ，

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ、

１．Ａｆａｓｔｅｒａｎｄｍｏｒｅｅｆｆｅｃｔｉｖｅｗａｙｏｆｃｏmpetitivefreestyleturningistheｏｎｅｂｙｋｉｃｋｉｎｇｔｈｅｄｅｅｐｗａｌｌｗｉｔｈ

ｓｌｉghtlybendedkneesandbyclosedarｍｓｇｌｉｄｅ

２．Ｉｔｉｓｎｏｔｃｌｅａｒｗｈｉｃｈｔｕｒｎｉｓｔｈｅｆａｓｔerandmoreeffecitveone，incaseofbreaststroke

3・Onthebackstroketurning,theturnbykickingtheshallowwallwithslightlybendedkneesandbyclosed

armsglideisthefasterandmoreeffectiveone

４．Ｔｈｅｔｒｕｎｂｙｋｉｃｋｉｎｇｔｈｅｄｅｅｐｗａｌ１ｗｉthslightlybendedkneesandbyclosｅｄａｒｍｓｇｌｉｄｅｉｓｔｈｅｆａｓｔｅｒａｎｄｍｏｒｅ

ｅffectiveone，ｉｎｃａｓｅｏｆｂｕｔｔｅｒｆｌｙ．

－ンに際しては，抵抗の少ない素早いターンがタイム

を短縮することも事実である。

オリンピック東京大会以後，自由形のターンに関す

るルールが「ターン時，身体の一部が壁に着けばよい」

と改訂され，長駆雛であっても泳速を減じないクイッ

ク・ターンが採用されるようになり記録は短縮した。

ターンの要領は，平泳とバタフライではかなり類似

するが日（1形と背泳および個人メドレーにおいては，

それぞれ独自のターンをする42,要がある。ターンにお

いては，タイミング，壁を蹴る時の力，および蹴った

I・緒言

水泳または，競泳に関しての研究は従来より多数報

告されている。しかしターンに関してはそれほど多

くの報告はなく，Ｆｏｘら型’，Ｋｉｎｇら:'），NicolらⅡ，

Scharfら５’また鹸近ではＣｈｏｗらⅡにより２台のカ

メラを使用してレース中のターンの解析をした報告が

みられる。

競泳はタイムを競うものであるから，泳力の大小が

当然問題とされる。しかし，プールのiiljj端におけるタ

＊京都大学教養部CollegeofLiberalArts,KyotoUniversity,Yoshidanihonmatsu-cho,Sakyo-kuKyotoJapan．

＊京都女子大学KyotoWomen,sUniversity,Imakumanokitahiyoshi-cho,Higashiyama-ku,Kyoto,Japan．
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についてi11I定することにした、すなわち、ターンの分

析をするために，ターン1ｉｉｉのlill(雛とその'１川，ターン

板について蹴ってlllるまでのlllfiill時''１Ｌターン後はじ

めて水上に蝋Wjが||}るllli雛とその１１洲を測定した｢，タ

ーンiiiとターン後の速度を比鮫するために，ターン後

はじめて水｣二に弧部が}１１る(1):||'iをlill腿したＶＴＲテ

ープで確認，鼬録しこのＶＴＲテープを逆!|ｉ｣くさせ

てターン後水｣二にはじめて弧肝ljが''１る（１）:||'iと合致する

|,>:lIJlLをターン1iiiの位||'ｉｔとした。この迎統した３つの祁

介をi11ll定することによりターンのｌｌＷＩﾘ}をii1tみた、

Ｃhowら’’はターン|iiiは蚊滞ljが水に没する'１.)ﾘﾉ.(，タ

ーン後はliiillllij＃|】（１２１１１１)|i１．１１１ﾃｨﾉk)，91〔肝Ｉｊ（平iiﾉk，バタ

フライ）がターン後の111初のストロークとして水I2に

llIるI1JM(でIi1l〔雛と11川をi11ll定している。

後のグライドがjiI`災とぎれる、タイミングの11)(りノノは，

ターンのlWjII，体格，ｉｉﾉiくぎのjIkざなどによ')ソi<なる⑰

また，イ｢効なターンをするためにはM｢|；をしっかり蹴Ｉ)，

１WそからのＩえ苑ﾉﾉを111人にする必i災がある。そのために

は強い脚ﾉﾉも’'２，笈であか１１｢Il1らパは'''''１形のクイソ

ク・ターン後，優れた進下においては250kgでＷｉを}ｌｌ１

していると報('Ｌている）’１小人に蹴Ｉｌｌｌぴを(jわせた

hMifTには130kgであることから`,;Ii・に水からのl1R仇を少

なくすると'11Ｍこ’身体をできるだけ小さくまとめて，

効率のよいﾉﾉ|(Ⅲ変換をすることが雌ｋさｵしる。スター

ト，ターンともに'１',1定物をIlI1ilLで11k人のﾉﾉで蹴るため，

､いり｢1りなiMLとは比較できないほどｉｊｊい初速が1ＩＩＬらｵし

ることになる。

このように競Iij（においてターンは1m,Lされるべき技

術であるにもかかわらず，（iⅡ光が多くないことはi11ll定

機lM+の|Ⅱ1発がj瞳ｵしていたためとどえら）lしるL,すなわち，

従ｵﾐのタッチ板は足の蹴りによって’'''1のみ作動し，

手のタッチと)lとの蹴Ｉ)の２１１１|をi1Ul定することはﾉ|〈''1能

で，そのためクイック・ターンのi1Ul左にとどまってい

た。そこで，ノアl1iI縦折らは２１１１１作動するタッチ板およ

びリレーボックスを,式(ﾉ１兆，４ｉＩｉのiﾉＭｉにおけるター

ンのｲﾉﾐ態を検討することにした､

ターンをi11I1定するﾉﾉii｣〈はA1iｾIiIiを一ﾉﾉlrl仁蹴()，その

ときの11,ｆＩｉＩｉを蹴るﾉj，１Ｍ；ｌｌ１ｌ節/rj1史．蹴る１，>:'１''&（深さ)、

ターン後水'１１の速さ（人体への水のl1I抗）ヘドをｲﾘﾐii､Ｉす

ることもリノi｣《である。

：Ｗｉ－らは競技に111Iしたターンを検討しようとぢえ，

スタートよ')ゴールまでの～述の腕技の１１１でのターン

Ⅱ．実験方法

｜・被検打

破検打は,''5校ｿ）Ｍ〈泳選手（ifljii）で'''''１形７７，，

，ﾄﾞiiﾉＭγ１．１ＩｆｉＭｄｉ'i，バタフライＪｉ'１のiill8ji'１で、そ

の体格、筋ﾉﾉ等は衣’のjmI)である。また被枕行の各

ｆｌｉｔ人公におけるi;U録は衣２の皿Ｉ)である，なお，i11II定

』'1'１．Ｗ)【5校ⅡﾉＭ｣鍬を参考のために》j〈した．

２．i11Il定力法

il1Il正は，1978<|ﾐ６ノ１－１１)1にかけて，２５m]プール

（雁外，案内）においてﾘﾐ施した。

被検fiは''1111形，Ｗ水，’'ｆｉ水，バタフライのそｵしそ・

れのi/Ｍ〈でスタートよ})50ｍを今ﾉﾉで泳ぐよう1片ブパさ

ｵし，その25ｍのターンにおけるタッチ板への接触時''１１，

衣１１ﾘk検打の体格，体ﾉノ

－３６－

身１と
〔､、

体 に

k９
胸｜〃Ｉ

ｃ、

lAi
ロ・

ＢＵ

１００Ｊ

ｃ、

lllIji円１，ｔ
(|(ノ

jmilI〔跳
ｃ、

１１ｆ筋ﾉノ
k９

梶ノノ

k９

l］ｌｌＩ形

(Ｎ＝７） S・[）

163.3

3．４９

60.6

5．００

89.3

'1．１１

9１．１

1．４７

`1６．０８

6．２８

56.3

４．１５

1３０．１

1３．３７

45.3

７．００

､lA i水

(Ｎ＝Ｉ） SＤ

１７０.(）

7．３６

62.4

１０．５８

87.6

5．９３

(）

4．９３

'1２．９３

5．４２

６１．０

2．９４

８
３
２
●
Ｇ

８
５

３
１

１

4３．３

7．８９

一
「
、

９７
●
●

６５

！
Ｉ

５

７
８
●
●

１
６

７１Ｍ・
水

も
ロ
〃
〃
■
、

ＤＳ

１１

Ｎ
一

３０６６９６１

１０３０１６

■
Ｕ
１
ｄ
Ｉ
０
－
Ｉ
Ⅱ
●
７
．
０
０
菫
ｉ
ｆ
●
０
㎡
Ｌ
Ⅱ
６
・
Ｉ
Ｏ
Ｕ
＆
７
■
■
■

■
０
．
０
０
－
‐
・
ｑ
０
Ｂ
０
６
Ｉ
Ｕ
Ｑ
０
Ｉ
１
６
Ｉ
Ｌ
１

ＤＳ

イ
ー

ー
フ
ｍ
ｏ

フ
一
一

勺
／
沖
Ｎ

」
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
’

一
ノ

》
Ｉ 85.3

3．７７

8８．１

1．６７

９１．１

4．９６

93.2

5．２５

4３．３５

4．５５

4２．３３

2．０８

60.5

6．１３

59.0

8．６４

136.5

２１．２０

124.0

1０．１４

39.7

4．８９

４１．３

4．３７



武部，小西：競泳ターンの分析的研究

衣２被検打のllkII`li,iLl鍬と'1《||人|lid鰍

１１ティ水rllll形

バタフライ

被検者 １００Ｍ 00Ｍ ００Ｍ

９－１

２４０jＦｉｉＺｋ

２１０９８

記録は分一秒－１/100秒を示す。
国内記録は1978年度男子高校記録

●
●
●
●
■
●
■
●
Ｃ
Ｏ

１
．
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

Ｖ，Ｔ，Ｒ・ｃａｍｅｒａ

ピデオタイマー

ピデオデッキ

ピデオモニター

タッチ板

ＲｅＩｅｙＢｏｘ

フラッシュ

DigitalTimeCountcr

距雄板（lOcmllll隅）
２５ｍブール

ターンiii，後の速度をi11llだした1,

111||定方法は図ｌのようにターンをするプール雌ｉｉｉの

コース中火に，スイッチを内蔵したタッチ板（１００ｃｍ

×180cm，itj奥Ｉ染ＫＫ製）を|没IilMLたく，この内蔵

スイッチはリレーボックス（北辰科研製）に接続され

てお|)，選択スイッチにより「1111形では１回，また他

の秘１１ではタッチとキックの２回について，それぞれ

切り枠えがﾛI能になっている。なお，このリレーボッ

クスはフラッシュｌおよびフラッシュ２に接続されて

おり，タッチ板に手または足が接触するとフラッシュ

ｌが発光し，タッチ板から離れるとフラッシュ２が発

光するようになっている。そして，タッチ板における

接触時１冊}は，リレーボックスに接続されたデジタル．

タイムカウンター（竹井機器製，ＤＴＣ４Ｂ）によって

測定される。

タッチ板を設樋した岐側端のプールサイドにはNi雛

測定のためＭf板（１０cm間隔）をlIiIi〈。その２，.後ブノ

には被検肴の頭郊が画像中心にあることを確認し，搬

影時ｉｌｌＷ像の歪みを減少させるためIiiI様の月艦板を平行

３ｍ

図」鍵雌
仁胱き，それにフラッシュｌおよびフラッシュ２を装

綜した。反対I1Ulのプールサイドには，タッチ板のある

エンドから４ｍの位慨にビデオカメラ（Ｓ()ｎｙｌ製，ＴＶ

２００ＭＬｅｎｓｌ：1.8）をi没殻した。これにはビデオタ

イマー（朋栄ＫＫ製VTG33）ならびにモニター

テレビを接続している。

ビデオカメラによる撮影にＩ祭してはγ被検肴の水M1i

上の頭部をできる限りⅢ１，中央に入るようにするとＩｉｌ

時に，２枚の月搬板とフラッシュ１およびフラッシュ

２がiI1iiiIiiに入るようにした。なおil1liMIi左下にはビデオ

タイマーによる時ＩｌＵ（］／１００秒まで）がliil時に記録

されている『，スタート時より被検粁を搬影し，タッチ

－３７－
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ることができる。すなわち，タッチ板から被検者の頭

部までの距離はａ＋ｘ２である。ａ＝４ｍであるから

ｘ＝ｘ，．”／ｙ，としてｘ２は求められる。なお，

ｙ，＝１８ｍ，ｙ２＝１５ｍであり，ｘ１は被検者の頭部に

相当する目盛板の数値である。

上記の測定装置と方法により，被検者の各場面にお

ける所要時間ならびにタッチ板への接触時間が測定さ

れ，速度が算出される。なお，１百1項目の２種類のター

ン技法による測定値については，ｔ検定および符号検

定によって検討した。

４．実験対象としたターン技法

今回の実験においては，ターンに際して，

ｌ）ターン後,両腕を開いて,または両腕を閉じて（そ

ろえて）グライドする（ターン後グライドで終る)。

２）意識的に浅い位置を蹴る，または深い位置を蹴る。

３）両脚を曲げて（膝関節角度90.以下）蹴る，また

は両脚を伸ばしたような状況で蹴る(膝関節角度９０

以上)。写真参照。

という３項目，６種類のターン技法を被検者それぞれ

に日をかえて３回行わせた。

1種類のターン技法を行う際，特にそれのみを強調

して行わせ，他の項目については規制はせず，通常よ

り練習または試合に使用している泳法で行わせた。

（結果記載部での(1)自由形，(2)平泳，(3)背泳，(4)バタ

フライそれぞれのターン動作について，ｌ），２)，３）

３項月月６種類の説明は上に記減している。以降のｌ），

２），３）の説明は省|略する。）

板への接触とキックはフラッシュにより確認され，ま

たそれぞれの時間はデジタル・タイムカウンターおよ

びビデオタイマーにより知ることができる。

３．分析方法一

被検者はコースの中央を泳ぐように指示されており，

カメラの位置および目盛板までの跳離が定まっている

ことから，ターン後の頭部浮上点は図２のように求め

←目盛叔１．

一目盛極２．
ﾄｰｪｰｰｰﾄﾞ

－－－十一一ａ－－

Ｉ

Ｔ－－」-－－－－－

トー－ｘｺーー

←タッチ極

ｙｇｙｌ

IIFI
（Ｖ・ＴＲ・カメラ）

図．２．

１１鍵鶏11111111I1111l1l1lIi

Ⅲ結果

（１）自由形におけるターン動作について

自由形において３項目６種類のターンを７名の被検

者にそれぞれ３回づつ行わせた場合，各々のターン前，

後のスピード，タッチ板への接触時間は表３のようで

ある。

すなわち，１）については，ターン前のスピードは

両腕を開いても，illij腕を閉じても1.36ｍ／sec(平均値，

以下同じ）と差はないが，ターン後は両腕を閉じた場

合1.77ｍ／secと両腕を開いた場合よりも0.04ｍ／seｃ

速かった。また，タッチ板の接触時間も両腕を閉じた

上段：両脚を伸したような状況で蹴る。

下段：両脚を曲げて蹴る。

－３８－
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た。また，３）については脚をやや(Illした方が１８Aした

場合より（42＝42＋０）で大であった。

（２）平泳におけるターン動作について

平泳において３項目６種類のターンを４狢の被検背

にそれぞれ３回づつ行わせた場合，各々のターン前後

のスピード，タッチ板への接触時間は，表４のようで

ある。

すなわち，１）については，ターン前のスピードは

両腕を開いた場合1.24ｍ／sec,i町腕を閉じた場合１．２５

ｍ／secと0.01ｍ／sec後者が大であった。ターン後は

iiIij腕を閉じた方が1.77ｍ／secと0.25ｍ／sec大であっ

た。しかし，タッチ板への接触時間は，両腕を開いた

方が0.96秒と０．１０秒短かかった。

２）については,ターン前のスピードは1.23ｍ／seｃ

とliT1じであったが，ターン後は浅い位置に足をつけた

方が1.78ｍ／secと0.07ｍ／sec大であった。しかし，

タッチ板への接触時間は，深い位置へつけた方が１．１３

秒と0.04秒短かかった。

３）については，ターン前のスピードは脚をやや仲

場合，0.270秒と0.013秒両腕を開いた場合よりも観か

かった。

２）については，ターン前のスピードは，浅い位(ｉｆ

を蹴る方が1.36ｍ／secと0.05ｍ／sec速いが，ターン

後は深い位置を蹴る方が2.92ｍ／secと0.06ｍ／sec速

かった。またタッチ板の接触時'１Mは，深い位置を蹴る

方が0.244秒と0.011秒短かかった。

３）については，脚をやや伸した方がターン前のス

ピードは1.29ｍ／secと0.01ｍ／sec速く，ターン後も

2.93ｍ／secと0.10ｍ／sec速かった。また，タッチ板

接触時間はやや伸した方が0.202秒と0.106秒短かかっ

た。しかし，これらの測定値間には有意な差は認めら

れなかった。

そこで，これらのi11ll定植をIIlil人別に，IijrI一人のスピ

ードの変化のみの（＋または－）差で求め，符号検定

によって検討したところ，１）については両腕を閉じ

た方が両腕を開いた場合よりも（42＝36＋６）で大で

あった。２）については深い位置に足をつけた方が，

浅い位置につけた場合より（42＝30＋12）で犬であっ

表３自由形（Ｎ＝21）

平均値， ）内は標準偏差

表４平泳（Ｎ＝12）

平均値， 内は標準偏差

－３９－

ターン前の
スピード

(、／ｓec）

タッチ板
接触時１８１

(sec）

ターン後の
スピード

(、／ｓec）

１
両腕を開いた場合

iiiij腕を閉じた場合

１．３６（0.088）

Ｌ36（0.086）

0.283(0.099）

0.270(0.063）

1.73（0.346）

1.77（0.323）

２
蹴る位置の浅い場合

蹴る位置の深い場合

1.36（0.075）

Ｌ３１（０Ｊ02）

0.255(0.026）

0.244(0.057）

2.86（0.303）

2.92（0.359）

３
両脚を屈した場合

両脚をやや伸した場合

1.28（0.063）

Ｌ29（0.133）

0.308(0.028）

0.202(0.067）

2.83（0.189）

2.93（0.243）

ターン前の
スピード

(ｍ／ｓec）

タッチ板
接触時間

(sec）

ターン後の
スピード

(ｍ／ｓec）

１
両腕を開いた場合

両腕を閉じた場合

Ｌ24（0.059）

Ｌ25（０．０１５）

0.96（0.060）

1.06（0.043）

１．５２（0.204）

1.77（0.242）

２
蹴る位置の浅い場合

蹴る位置の深い場合

１．２３（0.027）

1.23（0.018）

1.17（0.027）

Ll3（0.097）

1.78（0.120）

１．７１（0.063）

３
両脚を屈した場合

両脚をやや伸した場合

Ｌ20（0.031）

Ｌ２１（0.047）

1.16（0.136）

1.06（0.165）

1.66（0.115）

1.82（0.171）
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したﾉﾉがL21nl／§じcと0.01,1／ＳＣＣ人であり，ターン

後もL82nl／sｃｃと().ｌ６ｎｌ／sec大であった。タッチ板

への接触時ｌ１ｌｉ１は脚を少し(ll1したﾉﾉがＬ０６秒と0.1()秒短

かかった。しかしこｵしらの測定lil[IlMにはｲiな/１２は認め

られなかった。これらのi1111定I1f(のIlAiI人別，ｌＭＩＩｌ，ＩｉＩ

(1脚別のスピードの変化の符サ検定による検討の結采

は，以下のようである。すなわち，］），２），３）の

いずれも（24＝12＋１２）でﾉ1iiがi認められなかった。

（３）１１ﾃｨﾎにおけるターン勤作について

１１了泳において３｣ｌＩｌ１６ｉｌ脚のターンを４３i'１の被検箭

にそれぞれ３ｉＩＩｌづつ行わせた場合，各々のターン|iii後

のスピード，タッチ板への接IMllI洲１は衣５のようであ

るr、

ｌ）については，i1lIjlMiを|》1じたﾌﾞﾉがターン1iiiのスピ

ードはＬｌ９ｎｌ／SCCと0.04ｍ／sec人であI)，ターン後

のスピードも2.17ｍ／Hecと0.25ｍ／SCC人であった。

また，タッチ板への接触時|M1はiII1i腕を|ﾘ]した力がＬ１３

秒と0.04秒短かかった'’

２）については，浅い位|ifにつけたﾉﾉが深い位iriに

つけたjｿｌｌｉ合より，ターンilfiはL22nl／SCCと(Ｍ)5ｍ／

、cc，ターン後も２．３６ｍ／secと0.01ｍ／3ec人であっ

た。そして，タッチ板への接触時''１１も浅い位殻へつけ

た力が1.18秒と0.15秒短かかった。

３）については，脚を||（したﾌﾞﾉがターン|iiiのスピー

ドは１．１９ｍ／NGCと0.04,1／sec，ターン後のスピード

も2.49ｍ／seｃと().１２ｍ／sec大であった。タッチ板へ

の接触'１柵jは脚をやや(11Ｉした方が1.27秒と0.04秒短か

かった。しかし，いずれの測定ＩｉｌｉＩ１Ｕにもイ｢怠な雄は紐

められなかった。こｵしらの測定伽を||古1人別にlijl｣I〔11の

ｲ1脚別にスピードの変化のみを符サ検定で検ii1した場

合，ｌ）については1,I1jl腕をＷｌじた/Jがililijliijを１%|いた場

合よりも（24＝１８＋６）で火であった。２）について

は浅い位Ｉiiiについた）〕が深い場合より（24＝24＋０）

で人であった｢、また．３）については脚をやや(ｌｌ１した

力が（24＝24＋０）で人であった。

14）バタフライにおけるターン動作について

バタフライにおいて3111[１６ﾉIi剛1のターンを３‘i'１の

被検箭にそれぞれ３１１１１行わせ，各々のターン1Mi後のス

衣５１１テｉｊｋ (Ｎ＝１２）

ｃＩ２均(iに 内は標準Ⅲ鵬

表６バタフライ（Ｎ＝９）

平均値 ）内は標準偏差

－４０－

ターン前の
スピード

(、／ｓec）

タッチ板
接触時''１１

(sec）

ターン後の
スピード

(ｍ／ｓec）

１
Ｉ１ｈｊ腕を開いた陽介

｢'１１j腕を閉じた場イヤ

1.45（０．２５７）

1.37（0.111）

Ｌｌ９（０．０４４）

１．１２（0.038）

1.85（0.472）

1.70（０．０７６）

２
蹴る位椴の浅い場谷

蹴る位|世の深い場合

１
１

６
８
４
１
１
ｌ

●
ｃ

０
０

く
１

４
６
。

３
３

Ｌ
Ｌ 1.07（０．０１３）

1.27（0.054）

2.62（0.102）

2.38（0.421）

３
'''１j脚をＩ{Ｉした場イヤ

''1,i脚をやや伸した場ｲヤ

1.39（0.141）

1.40（０.()89）

Ｌｌ５（0.104）

1.08（０．０６０）

2.28（0.328）

2.28（0.348）

ターン前の
スピード

(､l／Ｓec）

タッチ板
接触時'１１１

(sｃｃ）

ターン後の
スピード

(ｍ／ｓec）

１
ＩＩｌＩｊｌ腕を|冊Ｉいた場合

''''１腕をＷ１じた場 ノミ、
１１

1．１５（0.068）

1．１９（0.074）

Ｌｌ７（０．１４７）

Ｌｌ３（０」１６）

1.92（0.256）

2.17（0.376）

２
蹴る位iifiLの浅い場イヤ

蹴る位iiiiの深い場介

１．２２（０．０１９）

Ｌｌ７（０．０４７）

Ｌｌ８（０．０８７）

1.33（0.035）

2.36（0.235）

2.35（０．１４６）

３
iII1j脚をＩ}（した'１Mi谷

iiIli脚をやや{Illした場合

Ｌｌ９（0.083）

Ｌｌ５（0.075）

１．３１（0.153）

Ｌ２７（０．０６８）

2.49（0.371）

2.37（0.109）
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ビード，タッチ板への接触時'''１は衣６のようである。

ｌ）については，１１},jlbijを開いた方がターンIjijのスピ

ードは1.45,1／secと0.08ｍ／sｃｃ，また，ターン後のス

ピードもＬ８５ｍ／secと０．１５ｍ／sec人であった。タッ

チ板への接触時'１|]は，ｉ'iii腕をWlじた方がＬ１２秒と0.07

秒短かかった。

２）については，ターン前のスピードは深い位ｌｉｆｔに

ついた方が1.36ｍ／seCと0.02ｍ／sec，ターン後のス

ピードは浅い位慨についた方が2.62ｍ／secと，０．２４

ｍ／sec大であった。また，タッチ板への接触時lMIも

浅い位澄についた方が1.07秒と0.20秒短かかった。

３）については，ターン前のスピードは脚をやや('|’

した方が1.40ｍ／secと0.01,'／sec大であったが，タ

ーン後のスピードは，いずれも２２８ｍ／secで雄がな

かった。タッチ板への接触時'１１１は，脚をやや(I|'したﾉＪ

が1.08秒と0.07秒短かかった。しかし，いずれのｉ１Ｉ１定

植l1ljにもイj意な鶇は認められなかった。各項月のi11Il定

価の個人別，樋類によるスピードの簾の符号検定の結

果は以下のようである。すなわち，ｌ）についてはｉｌ１Ｉｊ

腕を閉じた方が（18＝18＋０）でillJi腕を開いた場合よ

り大であった。２）についてはターン前のスピードは

深い位置についた方が浅い位憧についた場合より（１８

＝18＋０）で太であった。３）については脚をﾙﾊﾞした

方が（18＝18＋０）で犬であった。

上記４種の泳法のいずれの場合も，足の位燭は深く

とも水面下50～60cmであり，浅くつけても30-40cmで

あり，すべての被検者が20cmの範閉内に足をつけてい

た。また，脚の屈'''1の90°以内の条件は，すべての被

検者が備えていた。

るものの，タイミング，砿を蹴る力および蹴った後の

グライドが９１１奥である。そして，ターンに入るiiiのス

ピードを減殺することなく，抵抗の少ないグライドの

人なるターンをすることが要求される。

ＫｉｎｇとＩｒｗｉｎＩ;’は，背泳の場合，一般的に行われ

ているターンと実験的に片Ｍ１だけを(iliしてグライドす

るターンを１丁わせた場合，明らかに片腕だけをＩＩＩｌした

ターンの方が記録の良好なことを報告している。また，

ScharfとＫｉｎｇｍ１はliりじ技術を脚}'1形について測定し

た結采，背泳とliT1様，片腕のみを(Ｉｌ１した場合の記録の

良好なことを報告している。一方，Ｆｏｘら型’は目１１１

形のターンに|祭しｉｌＩ１ｊ腕をそろえた方が，ターンに要す

る時間が短かいとしている。また，NicolとＫｒＵｇｅｒ４１

は印'1形でフリップターンの優れていることを報ftL

ている。これらはいずれも，抵抗の少ない素迷いター

ンが競泳においては極めて有利であるとするものであ

る。そこで，これらを確認するため，また，他のター

ン技術を開発することを目的として平泳，バタフライ

も含めて，浩子のターン技術を実施して検討を試みた

のである。

両腕をそろえる場合は，水の抵抗は減少するはずで

あり，ＫｉｎｇらＪ１その他の報告のとおりである。そこ

で，ターン後のグライドに際して，両腕を閉じる場合

と，両腕を開いた状態とで，ターン前，後のスピード

を検討した。その結果，いずれの泳法でもｔ検定では

ｲ『意差は認められなかった。これは，選手の技術水準

にバラツキがあり，記録の｢|]が大であったためと考え

られる。そのため個人的に両腕を閉じた場合と，ｉｌｉ１ｊ腕

を開いた場合のスピードの差を求め符号検定で検討す

ることにした。これによれば，平泳以外では，すべて

iilij腕を閉じた方がスピードが大となることが認められ

た。このスピードの大となることは推計学的な結果で

あり，佃人として犬となることを意１床している。スピ

ードが犬となることは記録の短縮に貢献するものであ

り，有効な技術となり得るものである。

平泳において，両腕の開閉でのグライドが他のii水法

のように効采の認められなかったことは，ターン技法

の差によるものと思われる。すなわち，平泳において

は，手でタッチして足で蹴るまで，180.万１，１を変換す

Ⅳ．考察

競泳は即離によって，またプールの大きさ（長さ）

によってターン回数は異るが，必ずプールの端におけ

るターンが要求される。泳者の体格，泳ぎの技術，体

力がliTI-と仮定するとき，スタート技術とともにター

ンの技術の巧拙が記録に影響をおよぼすと考えられる。

そのため〆競泳においてはターンの技術も体格，体力

および泳ぎの技術とともに重視すべきものと思われる。

ターンの技術または要領は，種目によって差異はあ

－４１－
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ことはjﾉﾐ際－Ｍ〈''1能に近いからy11%|jは新しいﾉｊ１ｉ１Ｉに進

ませておくことになる｡そのため機ilH〔なターン動作が

ⅡI能になり，その後のスピードも人とな')，ターンの

ⅢT'災１１川も短縮されることになると'1L(われるい，、|えij（は．

バタフライとilij1似のターン1libｲﾉ1ﾐであるが．′ｱlI1lのﾎﾞｉＷ

からは，脚をやや(''１ばした動作，脚をllllげた釛作の'''１

には簾はi認められなかった。こｵしは被検打が1えiiﾉkの技

術がﾉk熟であり，索ＩＩＬいターン動作がﾉ|〈１１１能であった

ためと`Ｗﾌｵしる、

いずれにしても，ターンに|際しては．グライドでｌｌ１ｌｉ

腕をＩｌＩしることは必j災であＩ)，怠IiiMjに１，１１j脚を(ｌＩ１した

状態で深い位Iiif仁疋をつけてｌＩＩｌｍｆを蹴ることは，グライ

ドのスピードを火にすることに効采があるといえようが

ることにな')、Ｗｉを蹴るﾉﾉは，他のi/kil」〈よ|)人となる

と)!Lしわｵしる，しかし．蹴るﾉ｣が人となるとグライドの

M〔靴は人となるはずであり，ｌｉｌＩ〔雛が人となると}1(仇を

`Ｚける||川も1とくぎるため，このﾉIf1ll1更の技術水準では，

Ill,i腕の|ⅡＩｌＩＩはＩ鯵iMl1をﾉﾉえない''1能|ﾂﾞ'２も弩えらｵしる､

ターンにおける疋をつける'W；の位ＩｌＷよ’グライドの

ため，lWI:を蹴るﾉﾉを1りるためにI1iO災である”選乎の体

格，特に|､1m之とタイミングの1111)ﾉﾉによってA狐は

あろうが．’'１１｢|人にとっての１１ｋ週の位||｛(はあるとｊＩＬ(われ

る｡今''１１は，そのようなＭ１々の条|'卜には触ｵしず，意,識

(１９に深い位'１'(，またはijliい位|FILに足をつけることのみ

をi奥水した。この上ﾙｲT，ｉＲい位Ｉｌｖｉに足をつけるのは，

ほとんどが水liliM5cmから55cmであり，深い1,>:llWよ6(）

cmﾄﾞ`I渡のようであった”従って深い|,>:ｌＩｆｉに足がつくと

感じても．それほど深くはなく，ｉ必1位'''１kの1,ｔも下と

Ｍ１われる，ノ&のつく|,>:Ｉ１Ｊｉは，ｊｌ１Ｉ臆織に},kも適したも

のとなってお|)，その｣て1,~の感覚｢Ｉ９なものの''１能’１'|ﾐが

あり，検i汁のﾙ|象としてはＺｒ>１１|'liに欠けることも琴え

られる。

脚をl1IIllllした状態とやや(''１ぱした状態でのターンは．

121i水以外の柿'１ではやや'''１ばしたhMjｲTのﾉﾉが，グライ

ドのスピードは大きくなるIW1lrIがみられたⅢflllI形と

1'Ifli水においては，フリップターンが多)Ⅱざｵしている、

､|えi水とバタフライは｝in似のターンをとるが，バタフラ

イは脚をやや('|'したﾉﾉがグライドのスピードは人であ

った｡脚をやや(''１ばしてターンすることは「''１１形と-,1f

ii水では，そｵしまでのスピードをMlfli'iに強くあてる．こと

になる《、脚を1111111Ｉすればｙ11＃'1もlMlIiili1iに接近して1i水ぐ'11〔

雛は処lとすることになり、ターンに'災する'111：IHIも廷lと

するはずである，脚をやや(''１ばしたままでターンをす

ｵしば，これらの不利な条|'卜を解ii1iするとともに身体を

１２''111ＩﾉﾉIｲﾘに['１１旗しながら新しいﾉﾉlrIに進むことになる,、

その1111旗の速度が人となれば，水の'1【杭をii11il(少して，

よ')人なるグライドのスピードが１１|しられると考えられ

るヘバタフライにおいて脚を('''１１〔状態のままターンす

ることは，ルlillll状態よ})かな|)ターン11j)I)作を機敏に行

う必’聖がある、それは，ターンに際してはlIjt初にＩ１ｌｌｊ手

を'llltiにつけることがＩ災求されるからである。l1IIj手でタ

ッチして'11,i足をつける吻化脚をＩ１ｌｌ腱状態にしておく

Ｖ、要約

ソ）Ｍｉ枝zkiﾉi(＃ljiiに，l1lIj腕の|》ｌ１ｌｌ，雌ｌｉｌｉにつく足の

ID:ＩｒｌＬの深iLiおよびﾄﾄﾞfを蹴るときの脚のＩＩｌｌ{''１という３｣１１

１１６ﾉIi1剛のターンを焼iﾉi(の４ｉ１ｉ'１１について1]:わせ，タ

ーンの1iii後，特にグライドのスピード、タッチ板への

接触l1mlfllMについてi1lll定し検討した符サ検定のﾎﾞi'i采は

以下のようである、

１．｜と1111形においては．グライドのスピードは，ｌＩＩ１ｊ

ｌｌｌＵをＩＩｌじて脚をややＩＩｌｌした状態で深い{i>:W(に)しをつけ

て蹴るﾉﾉが人であった．また，タッチ板への接|M('1川

はい｣のような状態のﾉﾉが短かいようであった｡

２．１とi水においては，どのような状態によるターン

でも|ﾘlらかな(':i(|(１１はi認められなかった『，また，タッチ

板への接ill('１洲lも一定の側(,Iはi認めらｵしなかった《、

３．１'ｆｉｉｋにおいては，ＩＩ１ｌｊｌＭｊをlI1じて脚をやや｛Ｉｌ１した

状態でTい)位|i'(に足をつけて蹴るﾌﾞﾉがグライドのスピ

ードは人であった”タッチ板の接触時'１Mには，一定の

伽''''１はi認めらオしなかった、

４．バタフライにおいては，IIiIjlliijを|】|じて脚をやや

｛ｌｌ１した状態で深い|〕>:ＩｉＷ二足をつけて蹴る場イヤは，グラ

イドのスピードは人であった。しかしタッチ板への

接触時''１１には-一定の側ｲﾘは認められなかった`，

（楠を終るにあたＩ)獲験に脇ﾉﾉしていただいた洛耐i(`Ｊｉ

校水泳＃|Ⅷ1２，遠藤11'i氏，渡辺降氏と部１１仁感liMのXiX

－４２－
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を衣します) Ｉ Ｎｉc()１．Ｋ＆｝(r〔igi('１．，Ｆ.．“IIll1)lIlsLls（)xcr[(､(Ｉｉｌｌ｛)()い

｢(〕rnlillg§(ｗ(〕rａｌｌ（ｉ１ｌ(１３()［swinllllil]輿（ｕｒｌｌＳ,”illlIl[cr‐

Ila[i()ＩｌａｌＳｃｒｉ(》３（)IIS!)()rtsScMlccs．Ｖ()１８．Swinl、

IllinlqillLl979,Ｅ(|it(､(11パTcrall(１Ｍ.＆ＢＧ(Iill具fiel(Ｌ

ＥＷ.､111,脈crHitvParM)rcss､Ｂａl(illl()rc､Man1aIl(１．

１)1)２２２－２３２．

ScllflrLRj・川(illgi､ＷｌＬ.､TinlC〔1m('111()[i()ｎａｌｌ〔l-

Ivsis（)（ｃ()､１１)c[i(肘ｃ（l-ecs[vlCSwinlnlillR､”Ｒ()H・
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